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第 9章 昆虫類調査 

9-1 調査概要 

9-1-1  調査内容 

表 9-1-1 に調査概要を、表 9-1-2 に調査工程を示した。 

 

表 9-1-1 調査概要 

調査内容 調査時期 地点数等 調査数量

昆虫相調査

◎ﾄﾗｯﾌﾟ調査としてﾗｲﾄﾄﾗｯﾌﾟ(日没後3時間/1
回）、ﾌﾗｲﾄｲﾝﾀ-ｾﾌﾟﾄﾄﾗｯﾌﾟおよびｲｴﾛ-ﾊﾟﾝﾄﾗｯﾌﾟ
(各1昼夜/1回）を実施
◎任意採集として植生群落別に任意採集(ｽｳｨ-
ﾋﾟﾝｸﾞ等）を実施
◎採取試料を室内分析で、種名、個体数を計
測

H19’6月
H19’8月
H19’10月

ﾗｲﾄﾄﾗｯﾌﾟ：4点
ﾌﾗｲﾄｲﾝﾀ-ｾﾌﾟﾄ
　 ﾄﾗｯﾌﾟ：4点
ｲｴﾛ-ﾊﾟﾝﾄﾗｯﾌ：11
点
任意採集
 ：植物12種を対
象

3回

ルイスハンミョウ調査 － － － －

　　成虫調査 ◎成虫を採集し個体数、採集地点を記録 干潟全域で実施 9回

　　幼虫調査

◎巣坑を確認し、コドラ－ト内での巣坑数を
計測
◎巣坑数観察地点で、地盤高、貫入抵抗の計
測、粒度組成の分析

干潟全域で実施 9回

　　移動状況調査
◎成虫を採集しマ－キング、移動状況の追跡
観察

H19’8月 干潟全域で実施 1式

H19’4月～10月
（原則1回/月、7、
8月は2回/月）

項目

昆
虫
調
査

 

 

 

 

表 9-1-2 調査工程 

H19 年 H20 年 
調査項目 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月
11

月 

12

月 

1

月 

2

月

3

月

昆虫相調査 
   

25  28 

 

  

7 10 17 18

 

  

10  14 

 

     

ﾙｲｽﾊﾝﾐｮｳ調査 

(成虫分布調査) 

  

23 24 

  

14 15 

  

11 12 

 

17 18 26 27

 

 

6 7 17 18 

 

  

13 14

  

11 12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾙｲｽﾊﾝﾐｮｳ調査 

(幼虫分布調査) 

  

23 24 

  

14 15 

  

11 12 

 

17 18 26 27

 

 

6 7 17 18 

 

  

13 14

  

11 12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾙｲｽﾊﾝﾐｮｳ調査 

(移動状況調査) 
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9-1-2  調査位置 

調査位置を図 9-1-1、9-1-2 に、トラップの位置座標を表 9-1-3 に示す。 
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表 9-1-3 昆虫相調査トラップ位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測点名 平面直角X 平面直角Y 標高T.P 標高D.L WGS-84(緯度) WGS-84(経度)
F-1 120368.906 100223.850 1.055 2.033 34-04-49.99193 134-35-9.46536
F-2 120121.610 100637.045 2.358 3.336 34-04-41.82393 134-35-25.47760
F-3(6月) 120767.667 99160.501 1.046 2.024 34-05-3.29721 134-34-28.15687
F-3(8,10月) 120775.715 99163.082 0.948 1.926 34-05-3.55750 134-34-28.26083
F-4(6月) 120401.911 99356.780 1.206 2.184 34-04-51.36061 134-34-35.66210
F-4(8,10月) 120383.140 99356.613 1.534 2.512 34-04-50.75150 134-34-35.64789
L-1(6月) 120324.195 100166.487 0.674 1.652 34-04-48.56073 134-35-7.20964
L-1(8月) 120355.368 100221.036 0.965 1.943 34-04-49.55357 134-35-9.35000
L-1(10月) 120352.890 100227.751 0.953 1.931 34-04-49.47083 134-35-9.61089
L-2 120121.607 100637.045 2.348 3.326 34-04-41.82386 134-35-25.47760
L-3(6月) 120772.050 99141.838 0.839 1.817 34-05-3.44581 134-34-27.43073
L-3(8月) 120770.560 99158.613 1.073 2.051 34-05-3.39175 134-34-28.08436
L-3(10月) 120769.724 99153.263 0.892 1.870 34-05-3.36643 134-34-27.87541
L-4(6月) 120379.310 99348.963 1.034 2.012 34-04-50.62984 134-34-35.34793
L-4(8月) 120372.942 99351.698 1.463 2.441 34-04-50.42223 134-34-35.45200
L-4(10月) 120366.166 99347.559 1.272 2.250 34-04-50.20374 134-34-35.28779
P-1 120209.875 100493.733 2.264 3.242 34-04-44.73789 134-35-19.92507
P-2 120091.838 100691.349 1.911 2.889 34-04-40.83898 134-35-27.58304
P-3 120410.509 100184.634 3.114 4.092 34-04-51.35554 134-35-7.95314
P-4 120202.205 100520.886 1.710 2.688 34-04-44.47959 134-35-20.98085
P-5 120410.929 100212.502 2.939 3.917 34-04-51.35956 134-35-9.04019
P-6 120348.204 100267.876 1.456 2.434 34-04-49.30492 134-35-11.17386
P-7 120330.144 100224.846 0.990 1.968 34-04-48.73367 134-35-9.48814
P-8 120371.762 100207.547 1.012 1.990 34-04-50.09022 134-35-8.83073
P-9(6月) 120769.311 99161.420 1.157 2.135 34-05-3.35025 134-34-28.19339
P-9(8,10月) 120770.560 99158.612 1.062 2.040 34-05-3.39175 134-34-28.08436
P-10(6月) 120379.310 99348.963 1.034 2.012 34-04-50.62984 134-34-35.34793
P-10(8月) 120377.497 99352.768 1.214 2.192 34-04-50.56968 134-34-35.49559
P-10(10月) 120371.434 99344.255 1.023 2.001 34-04-50.37584 134-34-35.16110
P-11 120080.149 100682.084 1.700 2.678 34-04-40.46287 134-35-27.21685
注1：調査月の記載のない地点は6、8、10月ともに同一地点でトラップを設置。

注2：調査位置の移動は現地状況の変化（満潮位の季節的な上昇、春季調査時にゴミが堆積し位置を移動する必要が生じた、等）が要因である。
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図 9-1-1 昆虫相調査・採取地点位置図（河口干潟）
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図 9-1-2 昆虫相調査・採取地点位置図（住吉干潟）
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9-1-3 調査方法 

9-1-3-1 昆虫相調査 

河口干潟に特有の塩性湿地帯植生やヨシ群落を対象に、対象群落区分ごとの昆虫類の生

息確認を、ライトトラップ(LT)、イエローパントラップ(YPT)、フライト・インターセプト・

トラップ(FIT)、任意採集法（スウィーピング法を併用）を用いて実施した。 

 

1) ライトトラップ(4 地点) 

夜間、灯火に集まる昆虫類の性質(正の走光性)を利用して採集する方法であり、広範囲

の昆虫類を集めることが可能である。 

手法はカーテン法とした。カーテン法は、白色のスクリーン(2m×2m のカーテン)を見通

しの良い場所に張り、その前に光源を吊して点灯し、スクリーンを目がけて集まる昆虫類

を、吸虫管、殺虫管、捕虫ネットを用いて採集する方法である。調査では、光源としてブ

ラックライト（20ｗ１灯）及び白色蛍光灯（20ｗ２灯）を用いた。 

トラップの設置地点は河口干潟 2地点、住吉干潟(中州)1 地点、住吉干潟（岸部）1地点

とし、日没後 3時間実施した。 

 

表 9-1-4 ライトトラップの対象植生 

 

場所 No. 対象植生 

L-1 ヨシ 
河口干潟 

L-2 ヨシ以外 

住吉干潟(中州) L-3 ヨシ 

住吉干潟(岸部) L-4 ヨシ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ライトトラップ（カーテン法）実施状況 
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2) イエローパントラップ(11 地点) 

黄色い皿状の器（約 45cm×約 35cm のバットに黄色い板を敷いたもの）に水と洗剤を入れ

て設置し、黄色い色に集まってくる昆虫が、液で溺れて死ぬので、それを回収する方法で

ある。 

トラップの設置地点は河口干潟に 11 地点（今回、特記仕様書に示された植生の他に、河

口干潟で広範囲に見られたナルトサワギク群落においても実施）設定した。トラップは午

前 9 時頃までに設置しておき、夕方に 1 度回収し、翌日の朝 2 度目の回収を行い終了とし

た。 

 

表 9-1-5 イエローパントラップの対象植生 

 

対象植生 地点 No. 

ケカモノハシ P-1 

コウボウシバ P-2、P-6 

コウボウムギ P-3、P-4 

ハマヒルガオ P-5 

ヨシ P-7～P-10 

ナルトサワギク P-11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イエローパントラップ設置状況 
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3) フライト・インターセプト・トラップ(4 地点) 

透明なアクリル板（約 45cm×60cm）を立てて、これに衝突した昆虫を集める方法である。

落ちた昆虫を集めるために、下に器を置き、その中に洗剤と保存用の酢酸を入れた水を入

れておく。容器に落ちた昆虫は溺れて死ぬので、それを回収した。 

トラップの設置地点は河口干潟 2地点、住吉干潟(中州)1 地点、住吉干潟（岸部）1地点

とした。トラップは午前 9 時頃までに設置しておき、夕方に 1 度回収し、翌日の朝 2 度目

の回収を行い終了とした。 

 

 

表 9-1-6 フライト・インターセプト・トラップの対象植生 

 

場所 No. 対象植生 

F-1 ヨシ 
河口干潟 

F-2 ヨシ以外 

住吉干潟(中州) F-3 ヨシ 

住吉干潟(岸部) F-4 ヨシ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フライト・インターセプト・トラップ設置状況 
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4) 任意採集法（12 植物群落） 

昆虫採集の中で最も基本的な採集方法で、目視により昆虫類を発見し採集する方法であ

る。 

手で捕まえる場合をルッキング、捕虫網により捕まえる場合をネッティングという。ル

ッキング法では、倒木や石の下等網を利用できない場所に生息する種や地面を徘徊する種

を採集し、ネッティング法では、主に飛翔中のチョウ類やトンボ類を採集した。 

また、木や草等を捕虫網ですくって採集するスウィーピング法も併せて実施した。 

採集は、吉野川河口干潟の 12 種類の植物群落（今回、特記仕様書に示された植生の他に、

河口干潟で広範囲に見られたナルトサワギク群落においても実施）に対して実施した。 

 

表 9-1-7 任意採集の対象群落 

 

地点 No. 調査地区 対象群落 

N-1 河口 ヨシ 

N-2 河口 ケカモノハシ 

N-3 河口 ハマヒルガオ 

N-4 河口 コウボウシバ 

N-5 河口 コウボウムギ 

N-6 河口 ウラギク 

N-7 河口 ハマゴウ 

N-8 河口 ホウキギク 

N-9 河口 シナダレスズメガヤ 

N-10 河口 セイタカアワダチソウ 

N-11 河口 ハマエンドウ 

N-12 河口 ナルトサワギク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

任意採集実施状況 
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9-1-3-2 ルイスハンミョウ調査 

ルイスハンミョウ（海浜裸地依存種）の生息実態及び移動状況を把握するために、以下

の調査を実施した。 

 

1) 成虫調査 

調査は、既知の情報をもとに、干潟部を 5～6 人で踏査し、成虫の計数を行った。できる限り捕

虫網で捕らえて、雌雄の確認をおこなってから、後方へ放すようにした。また、ハンディＧＰＳを用

いて確認位置を記録するとともに、特異な行動（交尾、産卵、摂餌、掘り返し等）が見られた場合に

は、その行動も記録した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成虫調査実施状況 

 

 

2) 幼虫調査 

調査は、既知の情報をもとに、干潟の満潮線付近を 5～6人で踏査し巣坑の確認を行った。 

巣坑の分布範囲を捉えて、その中に 2から 4地点のコドラート(2×2m)を設置し、コドラート内の

巣坑を、直径を計測しながら計数した。巣坑直径は、ノギスを用いて計測した。 

各月の調査時には、RTK-GPS(VRS)を携帯し、分布範囲、コドラート位置の位置座標を取得し

た。 

コドラート位置では、粒度組成分析用の試料採取、山中式土壌硬度計(平面型)による土壌硬

度計測を行うとともに、地温と気温の測定を実施した。 

また、9 月、10 月の調査時には、各サイズの巣坑から幼虫を採取して、ルイスハンミョウの幼虫

(4mm以上の巣坑から採取したもの)との比較を実体顕微鏡下で行った。 
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幼虫調査実施状況 

 

 

3) 移動状況調査 

河口干潟で採集したルイスハンミョウ成虫の胸部背面に桃色のマーカーペン油性（ゼブ

ラ、ハイマッキー、ピンク）でマーキングを行い再び河口干潟に戻し、翌日、１週間後に

河口干潟及び河口対岸にてマーキング個体の確認を行った。なお、マーキングは、できる

だけ沖ノ洲海岸に近い河口干潟の東部付近で実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ルイスハンミョウ マーキング個体 
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9-2 調査結果 

9-2-1 調査時期 

現地調査実施日を表 9-2-1 に示す。 

  

表 9-2-1 調査実施日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007年4月 24日 23日
2007年5月 14,15日 14日
2007年6月 11,12日 11日 25,26,27,28日
2007年7月 （1回目） 17日 18日
2007年7月 （2回目） 26,27日 26日
2007年8月 （1回目） 6,7,9日 7日 10,11日
2007年8月 （2回目） 16,17,18日 18日 16,17日
2007年9月 12,13,14日 14日

10,11,12日 11日 10,11,12,13日

7,8,9,10日
16,17日

2007年10月

昆虫相調査

調査日

ﾙｲｽﾊﾝﾐｮｳ
成虫調査

調査年月日 ﾙｲｽﾊﾝﾐｮｳ
幼虫調査

ﾙｲｽﾊﾝﾐｮｳ
移動状況調査
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9-2-2 昆虫相調査結果 

河口干潟に特有な塩性湿地帯植生やヨシ群落に依存する昆虫類を把握するために、昆虫

相調査を実施した。 

なお、本調査では過年度からクモ類についても採取、報告してきたため、今年度も継続

してクモ類を採取し分析、同定を行った。 

(1) 昆虫類確認状況の概要 

現地調査の結果、16 目 167 科 515 種の昆虫類が確認された。確認された昆虫類の中で最

も比率が高かったのはコウチュウ目の 165 種類（32.0％）であり、次いでカメムシ目の 78

種類（15.1％）、ハエ目の 77 種類（15.0％）であった。 

調査月別に見ると、盛夏である 8 月が最も多く 447 種類、次いで 6 月 276 種、10 月 219

種類であった。 

目別確認種類数を表 9-2-2 に、調査月別確認種類数グラフを図 9-2-1 に示した。 

表 9-2-2 昆虫類目別確認種類数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-2-1 調査月別確認種類数 

６月 8月 10月

1 クモ 11 23 35 23 39 7.6

2 トンボ 1 1 1 0 1 0.2

3 ゴキブリ 1 2 2 1 2 0.4

4 カマキリ 1 1 2 0 2 0.4

5 シロアリ 1 0 0 1 1 0.2

6 バッタ 12 12 23 19 28 5.4

7 ハサミムシ 2 3 4 2 4 0.8

8 チャタテムシ 1 0 0 1 1 0.2

9 アザミウマ 1 1 1 1 1 0.2

10 カメムシ 25 41 67 40 78 15.1

11 アミメカゲロウ 1 1 1 2 2 0.4

12 コウチュウ 33 86 154 40 165 32.0

13 ハチ 26 28 43 30 50 9.7

14 ハエ 34 54 69 29 77 15.0

15 トビケラ 1 1 1 0 1 0.2

16 チョウ 16 22 44 30 63 12.2

167 276 447 219 515 100.0合計

割合
(%)

月別種類数 合計
種類数

No. 目名 科数
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(2) 調査地区別確認状況 

1) 調査地区全体の確認状況 

調査地区別にみると、河口干潟 462 種類、住吉干潟（右岸側）168 種類、住吉干潟（中州）

126 種類であった。 

調査地区別の確認種類数を表 9-2-3 および図 9-2-2 に示す。 

 

表 9-2-3 調査地区別確認種類数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※昆虫類と併せてクモ類を併記した。 

※各列のアルファベットは以下の通り、調査方法を示す。 

F ： フライト・インターセプト・トラップ(FIT トラップ) 

L ： ライトトラップ 

N ： 任意採集法 

P ： イエローパントラップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-2-2 調査地区別確認種類数 

 

河口干潟 住吉干潟（グランド横） 住吉干潟（中州）

任意 PT FT LT 合計 出現率 PT FT LT 合計 出現率 PT FT LT 合計 出現率
1 クモ 38 7 2 8 38 8.2% 0 0 3 3 1.8% 0 1 5 5 4.0%
2 トンボ 1 0 0 0 1 0.2% 0 0 0 0 0.0% 0 0 0 0 0.0%
3 ゴキブリ 2 1 1 1 2 0.4% 0 0 0 0 0.0% 0 0 0 0 0.0%
4 カマキリ 2 1 0 0 2 0.4% 0 0 0 0 0.0% 0 0 0 0 0.0%
5 シロアリ 1 0 0 0 1 0.2% 0 0 0 0 0.0% 0 0 0 0 0.0%
6 バッタ 24 9 4 9 26 5.6% 3 0 10 10 6.0% 1 0 6 7 5.6%
7 ハサミムシ 4 0 0 0 4 0.9% 0 0 0 0 0.0% 0 0 1 1 0.8%
8 チャタテムシ 1 0 0 0 1 0.2% 0 0 0 0 0.0% 0 0 0 0 0.0%
9 アザミウマ 1 0 0 0 1 0.2% 1 0 1 1 0.6% 1 0 0 1 0.8%
10 カメムシ 53 16 11 36 71 15.4% 5 4 29 31 18.5% 3 2 13 15 11.9%
11 アミメカゲロウ 1 0 0 1 2 0.4% 0 0 1 1 0.6% 0 0 0 0 0.0%
12 コウチュウ 88 18 10 73 137 29.7% 3 5 46 53 31.5% 1 2 53 54 42.9%
13 ハチ 41 26 16 10 50 10.8% 9 13 5 18 10.7% 8 9 2 10 7.9%
14 ハエ 56 40 22 29 74 16.0% 15 12 20 28 16.7% 12 11 15 18 14.3%
15 トビケラ 0 0 0 1 1 0.2% 0 0 0 0 0.0% 0 0 0 0 0.0%
16 チョウ 24 1 0 35 51 11.0% 0 1 22 23 13.7% 0 0 15 15 11.9%

合計種類数 337 119 66 203 462 100% 36 35 137 168 100% 26 25 110 126 100%
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(3) 各地区の確認状況 

1) 河口干潟 

河口干潟は他の調査地区と比較するとその面積が広く、満潮時に冠水する水際部には広

大なヨシ群落が形成されている。また、やや標高の高い砂丘部には海浜に代表的なコウボ

ウムギ、コウボウシバ、ケカモノハシの各群落のほか、ハマヒルガオ群落やハマエンドウ

群落などが形成されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-2-3 河口干潟模式断面図 

 (平成 18 年度徳島東環状線 東環状大橋（仮称）環境モニタリング調査 年報より) 

 

本調査地区は調査範囲のうちもっとも多くの調査方法で調査した地区であり、任意採集

（12 の植物群落を対象として）と、イエローパントラップを 8 地点、FIT トラップを 2 地

点、ライトトラップを 2地点で実施した。 

調査の結果、任意採集法 337 種類、イエロートラップ 119 種類、FIT トラップ 66 種類、

ライトトラップ 203 種類の合計 462 種類が確認された。合計種類数を目別に見ると、コウ

チュウ目が 137 種類と最も多く、次いでハエ目 74 種類、カメムシ目 71 種類、チョウ目 51

種類、ハチ目 50 種類が確認された。また、採集法別にみると、任意採集法、ライトトラッ

プでは、コウチュウ目が最も多く確認されたが、イエローパントラップ、FIT トラップでは、

ハエ目が最も多く確認された。 

なお、貴重種として、ルイスハンミョウの他に、環境省のレッドリストで準絶滅危惧（NT)

に該当するキアシハナダカバチモドキが夏季に任意採集により、コウボウムギ群落、ホウ

キギク群落で確認された。また、全国的に記録の少ないと思われるイズササキリが秋季に

任意採集により、ヨシ群落、ウラギク群落で確認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河口干潟 ヨシ群落            河口干潟 低茎草本群落 
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2) 住吉干潟（右岸側） 

住吉干潟（右岸側）は、土手沿いにヨシ帯および低茎草本群落が形成されており、一部

には砂浜も形成されている。満潮時にはヨシ群落は浸水するものの、低茎草本群落は出水

時を除き常に干出している。 

本地区ではイエローパントラップを 1地点、FIT トラップを 1地点、ライトトラップを 1

地点で実施した。 

調査の結果、イエロートラップ 36 種類、FIT トラップ 35 種類、ライトトラップ 137 種類

の合計 168 種類が確認された。合計種類数を目別に見ると、コウチュウ目が 53 種類と最も

多く、次いでカメムシ目 31 種類、ハエ目 28 種類、チョウ目 23 種類、ハチ目 18 種類が確

認された。また、採集法別にみると、ライトトラップでは、コウチュウ目が最も多く次い

でカメムシ目、ハエ目、チョウ目が多く確認されたが、イエローパントラップではハエ目、

FIT トラップでは、ハチ目が多く確認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住吉干潟（右岸側）遠景        住吉干潟（右岸側） ヨシ原 

 

3) 住吉干潟（中州） 

住吉干潟（中州）は吉野川大橋直下に形成された比較的小さな中洲である。ほぼ全域が

ヨシ群落に覆われており、大潮の満潮時には標高が高いごく一部を残して大半が浸水する。 

本調査地区では住吉干潟（右岸側）と同様に、イエローパントラップを 1地点、FIT トラ

ップを 1地点、ライトトラップを 1地点で実施した。 

調査の結果、イエロートラップ 26 種類、FIT トラップ 25 種類、ライトトラップ 110 種類

の合計 126 種類が確認された。合計種類数を目別に見ると、コウチュウ目が 54 種類と最も

多く、次いでハエ目 18 種類、カメムシ目、チョウ目がそれぞれ 15 種類、ハチ目 10 種類が

確認された。また、採集法別にみると、ライトトラップでは、コウチュウ目が最も多く確

認されたが、イエローパントラップ、FIT トラップでは、ハエ目が最も多く確認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住吉干潟（中州）            住吉干潟（中州） ヨシ原 
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(4) 群落別確認状況 

1) 群落全体の確認状況 

群落別にみると、イネ科のヨシ群落で 340 種類と最も多く、次いで、特定の植物群落を

定めていない乾性草地で 175 種類、カヤツリグサ科のコウボウシバ群落が 149 種類、クマ

ツヅラ科のハマゴウ群落が 141 種類と多く確認され、最も確認種類数の少なかったのは、

キク科のホウキギク群落の 36 種類であった。ヨシ群落では、調査数量多い事に加え、ライ

トトラップによるコウチュウ目、カメムシ目やチョウ目の種類数の多さが、全体の確認種

類数に大きな影響を及ぼしたものと考えられる。同様に乾性草地もライトトラップによる、

コウチュウ目、カメムシ目やチョウ目の種類数の多さが影響を及ぼしていると考えられる。 

表 9-2-4 および図 9-2-4 に群落別確認種類数を示した。 

 

表 9-2-4 群落別確認種類数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※昆虫類と併せてクモ類を併記した。 

※各列のアルファベットは以下の通り、調査方法を示す。 

F ： フライト・インターセプト・トラップ(FIT トラップ) 

L ： ライトトラップ 

N ： 任意採集法 

P ： イエローパントラップ 

ｼﾅﾀﾞﾚ
ｽｽﾞﾒｶﾞﾔ

FT LT 任意 PT 合計 任意 任意 PT 合計 任意 PT 合計 任意 PT 合計
1 クモ 2 8 16 1 21 10 18 4 20 13 3 14 14 4 17
2 トンボ 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0
3 ゴキブリ 0 0 2 0 2 0 1 0 1 1 0 1 1 1 1
4 カマキリ 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0
5 シロアリ 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 1
6 バッタ 1 13 12 4 19 9 11 2 13 16 5 17 13 1 13
7 ハサミムシ 0 1 3 0 3 1 2 0 2 3 0 3 1 0 1
8 チャタテムシ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
9 アザミウマ 0 1 1 1 1 1 1 0 1 1 0 1 0 0 0
10 カメムシ 8 42 23 10 56 13 22 4 24 17 7 18 13 6 15
11 アミメカゲロウ 0 2 1 0 2 0 0 0 0 1 0 1 1 0 1
12 コウチュウ 10 95 29 6 112 14 16 3 19 31 6 33 21 7 26
13 ハチ 13 7 19 14 29 10 12 15 21 17 13 22 17 13 23
14 ハエ 20 30 23 28 53 12 18 15 28 16 22 31 23 22 36
15 トビケラ 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
16 チョウ 1 37 4 0 40 4 4 0 4 6 1 7 5 0 5

合計種類数 55 237 134 64 340 75 107 43 135 123 57 149 110 54 139

ｸﾏﾂﾂﾞﾗ科 ﾏﾒ科

ｳﾗｷﾞｸ
ﾋﾛﾊ
ﾎｳｷｷﾞｸ

ｾｲﾀｶ
ﾜﾀﾞﾁｿｳ

ﾊﾏｺﾞｳ ﾊﾏｴﾝﾄﾞｳ

任意 任意 任意 任意 PT 合計 任意 任意 PT 合計 任意 F-2 L-2 合計
1 クモ 7 5 7 12 0 12 23 13 0 13 1 1 4 5
2 トンボ 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
3 ゴキブリ 0 0 1 0 0 0 1 1 0 1 1 1 1 1
4 カマキリ 0 0 0 1 1 1 0 1 0 1 0 0 0 0
5 シロアリ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6 バッタ 6 6 6 7 4 9 8 13 3 13 9 3 7 10
7 ハサミムシ 1 0 1 1 0 1 0 3 0 3 0 0 0 0
8 チャタテムシ 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0
9 アザミウマ 1 0 1 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0
10 カメムシ 10 6 5 11 8 16 20 19 6 21 7 10 30 31
11 アミメカゲロウ 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
12 コウチュウ 12 3 6 11 3 11 26 22 5 27 9 6 51 54
13 ハチ 9 5 13 13 13 18 24 19 6 21 6 15 8 18
14 ハエ 6 10 7 16 18 28 24 16 13 22 8 18 20 30
15 トビケラ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1
16 チョウ 1 1 1 6 0 6 12 7 0 7 5 0 25 25

合計種類数 54 36 48 78 47 102 141 116 33 131 46 54 147 175

その他

ﾅﾙﾄｻﾜｷﾞｸ ﾊﾏﾋﾙｶﾞｵ 乾性草地No. 目名

ｷｸ科 ﾋﾙｶﾞｵ科

No. 目名

ｲﾈ科

ﾖｼ ｹｶﾓﾉﾊｼ ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ ｺｳﾎﾞｳﾑｷﾞ

ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ科



  

3-9-17

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-2-4 群落別確認種類数 

  

2) 群落別の確認状況 

昆虫類の植物群落依存度に対する考え方及び既存文献による昆虫類の植物群落に対する

依存状況を表 9-2-5 に示した。 

今回の調査では、ヨシ群落に依存する昆虫類が 41 種類と最も多く、次いで、ケカモノハ

シ 18 種類、コウボウムギ 15 種類と続き、ハマゴウ、ハマヒルガオに依存する昆虫類は確

認されなかった。 
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表 9-2-5(1) 昆虫類の群落依存度の考え方(3 区分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 9-2-5(2) 昆虫類の群落依存状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

注)表中の数字は昆虫類の種類数を示す。 

 

以下に、群落毎の昆虫類の依存状況を示す。 

 

 

 

 

 

 

群落 ヨシ シナダレスズメガヤ ケカモノハシ コウボウシバ コウボウムギ ウラギク

依存状況 イネ科 イネ科 イネ科 カヤツリグサ科 カヤツリグサ科 キク科

依存 41 12 18 12 15 2

利用 70 20 33 42 46 17
他 178 27 51 70 45 20

不明 87 25 52 55 56 24

376 84 154 179 162 63

群落 ヒロハホウキギク セイタカアワダチソウ ナルトサワギク ハマゴウ ハマヒルガオ ハマエンドウ

依存状況 キク科 キク科 キク科 クマツヅラ科 ヒルガオ科 マメ科

依存 1 2 5 0 0 2

利用 11 19 36 43 44 16
他 10 11 35 62 51 14

不明 19 20 44 52 58 20

41 52 120 157 153 52

　　　　 他　　
　対象群落を構成する主要な植物との依存・利用関係が薄いと推察される、もしくは相互関係が明らかではない種。

１．依存度なし、または不明。

　　　　依存

　多種の植物を摂食などに利用し、特に利用植物を限定していないと考えられる種。

２．群落を利用する昆虫類を捕食・利用する。

１．特定の植物群に対する依存性はなく、様々な植物を摂食や吸蜜などに利用する。

　対象群落を構成する主要な植物を発生環境および主な生息環境としていると推察される種。

２．特定の群落に発生する昆虫類を専門的に摂食する。

１．特定の植物群に依存する。

　　　　利用

　　・特定の植物を選択的に摂食する種（チョウ目、コウチュウ目ハムシ科・タマムシ科・ゾウムシ科）については、文献に記載
　　　されている植物種に合致する場合のみ、「依存」とした。

 基本的に、文献等に記載されていた植物種の属する科と調査群落の属する科が一致すれば、依存度ありとした。
 ただし、以下の分類群については、それぞれ個別に対応した。

【依存度について】

【昆虫類の群落依存度の3区分】

　　・吸蜜性の種（ハチ目、チョウ目）については、花の咲いていた群落で確認された種について「利用」とした。

　　・ヒメテントウ類は、イネ科（特にヨシ）やカヤツリグサ科の群落に特徴的に出現し、この群落に依存するカイガラムシやア
　　　ブラムシを摂食していると考えられるため、イネ科およびカヤツリグサ科に「依存」とした。

　　・吸汁性の種（カメムシ目）については、イネ科とカヤツリグサ科の双方に依存している種が多いことから、既往知見にてど
　　　ちらかの科に属する植物種に依存性を持つ場合、「依存」とした。
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a) ヨシ群落（イネ科） 

ヨシ群落は調査範囲内でもっとも優占する植物群落であり、全ての地区で調査対象群落

となっている。本群落ではライトトラップ 3地点、FIT トラップ 3地点、イエローパントラ

ップ 4地点および秋季の任意採集を実施している。 

現地調査の結果、本群落で確認された昆虫類は 339 種類であった。そのうちヨシに依存

している種は 41 種類、利用している種は 70 種類、その他は 228 種類であった。 

依存種として、カメムシ目のヒメトビウンカ、トバヨコバイ、ヒメナガカメムシ、キベ

リヒョウタンナガカメムシ、ヒメツチカメムシ、コウチュウ目のヤマトヒメテントウ、ジ

ュウサンホシテントウ、ヤマトヒメメダカカッコウムシ、チョウ目のハイイロボクトウ、

ヨシツトガ、シバツトガなどが確認された。なお、確認個体数が多かったのは、ハエ目の

アシナガバエ科の一種（674 個体）、ホンシュウホソニクバエ（243 個体）であった。 

表 9-2-6 および図 9-2-5 にヨシ群落における依存度別確認種類数を示した。 

 

表 9-2-6 ヨシ群落における依存度別確認種類数 

 

 

 

 

 

 

 

※昆虫類と併せてクモ類を併記した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-2-5 ヨシ群落における依存度別確認種類数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヨシ群落の外観 10 月 
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目名 依存 利用 その他
クモ 0 2 19
バッタ 0 19 0
カメムシ 28 1 27
コウチュウ 7 17 88
ハチ 0 14 15
ハエ 0 13 40
チョウ 6 0 34
その他 0 4 5

小計 41 70 228
合計種類数

依存別割合（%) 12.4% 20.6% 67.0%

339
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b) シナダレスズメガヤ群落（イネ科） 

シナダレスズメガヤ群落は、河口干潟のうち浸水頻度の低い内陸部に小規模ながら散在

している。本群落では任意採集を実施した。 

現地調査の結果、本群落で確認された昆虫類は 74 種類であった。そのうちシナダレスズ

メガヤに依存している種は12種類、利用している種は20種類、その他は42種類であった。

依存している種、利用している種は確認種の半分近くを占めていた。 

依存種として、カメムシ目のヒメトビウンカ、トビイロハゴロモ、ハマベアワフキ、コ

ウチュウ目のセスジヒメテントウなどが確認された。なお、確認個体数が多かったのは、

ハエ目のキモグリバエ科の一種（58 個体）、カメムシ目のハマベアワフキ（26 個体）であ

った。 

表 9-2-7、図 9-2-6 にシナダレスズメガヤ群落における依存度別確認種類数を示した。 

 

表 9-2-7 シナダレスズメガヤ群落における依存度別確認種類数 

 

 

 

 

 

 

 

※昆虫類と併せてクモ類を併記した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-2-6 シナダレスズメガヤ群落における依存度別確認種類数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シナダレスズメガヤ群落の外観 5 月 
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c) ケカモノハシ群落（イネ科） 

ケカモノハシ群落は河口干潟の水際よりやや標高の高い砂質土壌に形成されており、特

に地区の下流側に多く分布している。本群落ではイエローパントラップ 1 地点と任意採集

を実施した。 

現地調査の結果、本群落で確認された昆虫類は 134 種類であった。そのうちケカモノハ

シに依存している種は 18 種類、利用している種は 33 種類、その他は 83 種類であった。 

依存種として、カメムシ目のヒメトビウンカ、ハマベアワフキ、キベリヒョウタンナガ

カメムシ、コウチュウ目のセスジヒメテントウなどが確認された。なお、確認個体数が多

かったのは、ハエ目のキモグリバエ科の一種（79 個体）、カメムシ目のハマベアワフキ（52

個体）、コウチュウ目のセスジヒメテントウ（37 個体）であった。 

表 9-2-8 および図 9-2-7 にケカモノハシ群落における依存度別確認種類数を示した。 

 

表 9-2-8 ケカモノハシ群落における依存度別確認種類数 

 

 

 

 

 

 

 

※昆虫類と併せてクモ類を併記した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-2-7 ケカモノハシ群落における依存度別確認種類数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケカモノハシ群落の外観 10 月 
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d) コウボウシバ群落（カヤツリグサ科） 

コウボウシバ群落は河口干潟および右岸の水際よりやや標高の高い砂質土壌に形成され

ている。河口干潟では本川側に多く分布する傾向が見られた。本群落ではイエローパント

ラップ 2地点と任意採集を実施した。 

現地調査の結果、本群落で確認された昆虫類は 148 種類であった。そのうちコウボウシ

バに依存している種は 12 種類、利用している種は 42 種類、その他は 94 種類であった。 

依存種として、カメムシ目のヒメナガカメムシ、チョウ目のシバツトガなどが確認され

た。なお、確認個体数が多かったのは、ハエ目のニクバエ科の一種（153 個体）ハチ目のア

リガタバチ科の一種（89 個体）、カメムシ目のヒメナガカメムシ（36 個体）であった。 

表 9-2-9 および図 9-2-8 にコウボウシバ群落における依存度別確認種類数を示した。 

 

表 9-2-9 コウボウシバ群落における依存度別確認種類数 

 

 

 

 

 

 

 

※昆虫類と併せてクモ類を併記した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-2-8 コウボウシバ群落における依存度別確認種類数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コウボウシバ群落の外観 5 月 
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e) コウボウムギ群落（カヤツリグサ科） 

コウボウムギ群落は河口干潟の水際よりやや高い砂質土壌に形成しており、コウボシバ

群落と隣接するように分布することが多い。本群落ではイエローパントラップ 2 地点と任

意採集を実施した。 

現地調査の結果、本群落で確認された昆虫類は 139 種類であった。そのうちコウボウム

ギに依存している種は 15 種類、利用している種は 46 種類、その他は 78 種類であった。 

依存種として、カメムシ目のトバヨコバイ、ヒメナガカメムシ、ヒメオオメナガカメム

シなどが確認された。なお、確認個体数が多かったのは、カメムシ目のヨコバイ科の一種

（181 個体）、ハエ目のニクバエ科の一種（58 個体）、ハチ目の Halictus sp.（44 個体）、

カメムシ目のヒメナガカメムシ（41 個体）であった。 

表 9-2-10 および図 9-2-9 にコウボウムギ群落における依存度別確認種類数を示した。 

 

表 9-2-10 コウボウムギ群落における依存度別確認種類数 

 

 

 

 

 

 

 

※昆虫類と併せてクモ類を併記した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-2-9 コウボウムギ群落における依存度別確認種類数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コウボウムギ群落の外観 5 月 
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f) ウラギク群落（キク科） 

ウラギク群落は、河口干潟のうちやや標高の低い泥地を中心に分布が見られ、ヨシ群落

中に散在していることが多かった。本群落では任意採集を実施した。 

現地調査の結果、本群落で確認された昆虫類は 53 種類であった。そのうちウラギクに依

存している種は 2種類、利用している種は 17 種類、その他は 34 種類であった。 

依存種として、カメムシ目のウスモンミドリカスミカメ、ヒメナガカメムシなどが確認

された。なお、確認個体数が多かったのは、カメムシ目のウスモンミドリカスミカメ（70

個体）、ヒメナガカメムシ（24 個体）であった。 

表 9-2-11 および図 9-2-10 にウラギク群落における依存度別確認種類数を示した。 

 

表 9-2-11 ウラギク群落における依存度別確認種類数 

 

 

 

 

 

 

 

※昆虫類と併せてクモ類を併記した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-2-10 ウラギク群落における依存度別確認種類数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウラギク群落の外観 10 月 

 

目名 依存 利用 その他
クモ 0 1 6
バッタ 0 6 0
カメムシ 2 0 8
コウチュウ 0 4 8
ハチ 0 3 6
ハエ 0 2 4
チョウ 0 0 1
その他 0 1 1

小計 2 17 34
合計種類数

依存別割合（%) 0 0 1
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g) ホウキギク群落（キク科） 

ホウキギク群落は、河口干潟のうち上流側に群落が形成されている。本群落では任意採

集を実施した。 

現地調査の結果、本群落で確認された昆虫類は 36 種類であった。そのうちホウキギクに

依存している種は 1種類、利用している種は 11 種類、その他は 24 種類であった。 

依存種として、カメムシ目のヒメナガカメムシが確認された。なお、確認個体数が多か

ったのは、カメムシ目の Stephanitis sp.（15 個体）であった。 

表 9-2-12 および図 9-2-11 に、ホウキギク群落における依存度別確認種類数を示した。 

 

表 9-2-12 ホウキギク群落における依存度別確認種類数 

 

 

 

 

 

 

 

※昆虫類と併せてクモ類を併記した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-2-11 ホウキギク群落における依存度別確認種類数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホウキギク群落の外観 10 月 

 

目名 依存 利用 その他
クモ 0 1 4
バッタ 0 4 2
カメムシ 1 0 5
コウチュウ 0 2 1
ハチ 0 2 3
ハエ 0 2 8
チョウ 0 0 1
その他 0 0 0

小計 1 11 24
合計種類数

依存別割合（%) 2.8% 30.6% 66.7%

36

0

5

10

15

20

25

30

依存 利用 その他

依存状況

種

類

数

その他

チョウ

ハエ

ハチ

コウチュウ

カメムシ

バッタ

クモ



  

3-9-26

h) セイタカアワダチソウ群落（キク科） 

セイタカアワダチソウ群落は、河口干潟のうちやや標高が高い内陸部に散在しており、

小規模な群落である。本群落では任意採集を実施した。 

現地調査の結果、本群落で確認された昆虫類は 45 種類であった。そのうちセイタカアワ

ダチソウに依存している種は 2 種類、利用している種は 19 種類、その他は 24 種類であっ

た。 

依存種として、カメムシ目のウスモンミドリカスミカメ、ヒメナガカメムシが確認され

た。なお、確認個体数が多かったのは、カメムシ目の Stephanitis sp.（79 個体）であっ

た。 

表 9-2-13 および図 9-2-12 に、セイタカアワダチソウ群落における依存度別確認種類数

を示した。 

 

表 9-2-13 セイタカアワダチソウ群落における依存度別確認種類数 

 

 

 

 

 

 

 

※昆虫類と併せてクモ類を併記した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-2-12 セイタカアワダチソウ群落における依存度別確認種類数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セイタカアワダチソウ群落の外観 10 月 

目名 依存 利用 その他
クモ 0 1 6
バッタ 0 3 1
カメムシ 2 0 4
コウチュウ 0 3 2
ハチ 0 11 2
ハエ 0 0 7
チョウ 0 0 1
その他 0 1 1

小計 2 19 24
合計種類数

依存別割合（%) 4.4% 42.2% 53.3%
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i) ナルトサワギク群落（キク科） 

ナルトサワギクは外来種であるが、群落は河口干潟の砂丘部に広く分布している。本群

落では今回初めて、イエローパントラップ 2地点と任意採集を実施した。 

現地調査の結果、本群落で確認された昆虫類は 102 種類であった。そのうちナルトサワ

ギクに依存している種は 5種類、利用している種は 36 種類、その他は 61 種類であった。 

依存種として、カメムシ目のナカグロカスミカメ、ウスモンミドリカスミカメ、ヒメナ

ガカメムシが確認された。なお、確認個体数が多かったのは、カメムシ目のヒメナガカメ

ムシ（147 個体）カスミカメムシ科の一種（42 個体）、コウチュウ目のマクガタテントウ（34

個体）、ハチ目のアリガタバチ科の一種（31 個体）であった。 

表 9-2-14 および図 9-2-13 に、ナルトサワギク群落における依存度別確認種類数を示し

た。 

 

表 9-2-14 ナルトサワギク群落における依存度別確認種類数 

 

 

 

 

 

 

 

※昆虫類と併せてクモ類を併記した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-2-13 ナルトサワギク群落における依存度別確認種類数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ナルトサワギク群落の外観 10 月 

目名 依存 利用 その他
クモ 0 2 10
バッタ 0 8 1
カメムシ 5 0 11
コウチュウ 0 5 6
ハチ 0 11 7
ハエ 0 6 22
チョウ 0 3 3
その他 0 1 1

小計 5 36 61
合計種類数

依存別割合（%) 4.9% 35.3% 59.8%
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i) ハマゴウ群落（クマツヅラ科） 

ハマゴウ群落は河口干潟の砂丘部に分布が散在している。本群落では任意採集を実施し

た。 

現地調査の結果、本群落で確認された昆虫類は 140 種類であった。そのうちハマゴウを

利用している種は 43 種類、その他は 97 種類であり、ハマゴウに依存している種は確認さ

れなかった。 

利用種として、コウチュウ目のウスチャケシマキムシなどが確認された。なお、確認個

体数が多かったのは、コウチュウ目のウスチャケシマキムシ（34 個体）、カメムシ目のヒメ

ナガカメムシ（27 個体）であった。 

表 9-2-15 および図 9-2-14 に、ハマゴウ群落における依存度別確認種類数を示した。 

 

表 9-2-15 ハマゴウ群落における依存度別確認種類数 

 

 

 

 

 

 

 

※昆虫類と併せてクモ類を併記した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-2-14 ハマゴウ群落における依存度別確認種類数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハマゴウ群落の外観 5 月 

目名 依存 利用 その他
クモ 0 2 21
バッタ 0 6 2
カメムシ 0 1 19
コウチュウ 0 7 19
ハチ 0 14 10
ハエ 0 6 18
チョウ 0 5 7
その他 0 2 1

小計 0 43 97
合計種類数

依存別割合（%) 0.0% 0.0% 100.0%
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j) ハマヒルガオ群落（ヒルガオ科） 

ハマヒルガオ群落は河口干潟の砂質土壌に形成されている。本群落ではイエローパント

ラップ 1地点と任意採集を実施した。 

現地調査の結果、本群落で確認された昆虫類は 130 種類であった。そのうちハマヒルガ

オを利用している種は 44 種類、その他は 86 種類であり、ハマヒルガオに依存している種

は確認されなかった。 

利用種として、クモ目のハナグモ、バッタ目のオンブバッタ、ハチ目のヤマトスナハキ

バチなどが確認された。なお、確認個体数が多かったのは、コウチュウ目のハイイロカミ

キリモドキ（93 個体）、カメムシ目のカスミカメムシ科の一種（44 個体）、ウスモンミドリ

カスミカメ（28 個体）、ハチ目アリガタバチ科の一種（28 個体）であった。 

表 9-2-16および図9-2-15に、ハマヒルガオ群落における依存度別確認種類数を示した。 

 

表 9-2-16 ハマヒルガオ群落における依存度別確認種類数 

 

 

 

 

 

 

 

※昆虫類と併せてクモ類を併記した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-2-15 ハマヒルガオ群落における依存度別確認種類数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハマヒルガオ群落の外観 6 月 

目名 依存 利用 その他
クモ 0 1 12
バッタ 0 12 1
カメムシ 0 0 21
コウチュウ 0 7 20
ハチ 0 13 8
ハエ 0 7 15
チョウ 0 3 4
その他 0 1 5

小計 0 44 86
合計種類数

依存別割合（%) 0.0% 34.8% 65.2%
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k) ハマエンドウ群落（マメ科） 

ハマエンドウ群落は、河口干潟のうち水際よりやや標高が高い低茎草本群落に形成され

ており、小規模な群落が全域に散在して分布していた。本群落では任意採集を実施した。 

現地調査の結果、本群落で確認された昆虫類は 46 種類であった。そのうちハマエンドウ

に依存している種は 2種類、利用している種は 16 種類、その他は 28 種類であった。 

依存種として、カメムシ目のヒメオオメナガカメムシ、チョウ目のウラナミシジミが確

認された。なお、確認個体数が多かったのは、カメムシ目のヒメナガカメムシ（18 個体）

であった。 

 表 9-2-17および図9-2-16に、ハマエンドウ群落における依存度別確認種類数を示した。 

 

表 9-2-17 ハマエンドウ群落における依存度別確認種類数 

 

 

 

 

 

 

 

※昆虫類と併せてクモ類を併記した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-2-16 ハマエンドウ群落における依存度別確認種類数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハマエンドウ群落の外観 5 月 

目名 依存 利用 その他
クモ 0 0 1
バッタ 0 7 2
カメムシ 1 0 6
コウチュウ 0 4 5
ハチ 0 3 3
ハエ 0 2 6
チョウ 1 0 4
その他 0 0 1

小計 2 16 28
合計種類数

依存別割合（%) 4.3% 34.8% 60.9%

46
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(5) 貴重種 

現地調査で確認された貴重種は、ルイスハンミョウの他に、国のレッドリストに準絶滅

危惧種として記載されているハチ目のキアシハナダカバチモドキが確認された。キアシハ

ナダカバチモドキは夏季に任意採集により、コウボウムギ群落、ホウキギク群落で確認さ

れた。 

また、全国的に記録の少ないと思われるイズササキリが秋季に任意採集により、ヨシ群

落、ウラギク群落で確認された。 

表 9-2-18 に確認された貴重種リストを示す。 

 

表 9-2-18 確認された貴重種 

 

 

 

 

 

注）貴重種の選定基準は、以下に示す。 

①環境省：哺乳類、汽水・淡水魚類、昆虫類、貝類、植物Ｉ及び植物Ⅱのレッドリストの見直しについて 

（環境省報道発表、2008） 

絶滅危惧Ⅱ類（VU）＝絶滅の危機が増大している種。 

準絶滅危惧（NT)  ＝現時点では絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」

に移行する可能性のある種 

②徳島県：徳島県の絶滅のおそれのある野生生物 －徳島県版レッドデータブック－（2001,徳島県） 

準絶滅危惧（NT）＝現時点では絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」

として上位ランクに移行する要素を有する種。 

 

キアシハナダカバチモドキは、本州，四国，九州の海岸や河川下流域に生息するが，各

地とも個体数は大変少ない。日当たりの良い，良く固まった砂の裸地を選んで営巣する。

幼虫の餌はバッタ類で、周りに生息するイナゴ，バッタ類を狩ることが知られている（参

考文献：福井県レッドデータブックデータベース）。 

 

キアシハナダカバチモドキ 

環境省（2008） 徳島県（2001）

コウチュウ ハンミョウ ルイスハンミョウ 絶滅危惧Ⅱ類（VU） 準絶滅危惧（NT)

ハチ ドロバチモドキ キアシハナダカバチモドキ 準絶滅危惧（NT) －

目名 科名 種名
選定基準
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(6) 考察 

1) 過年度調査との比較 

昆虫相調査は、平成 15 年から連続して実施されているが、調査方法、調査地点、調査回

数に統一性がないため、一概に調査結果を比較することは難しい。今回、参考までに表

9-2-19 に目別出現種類数を、表 9-2-20 に調査方法等を示す。また、表 9-2-21 に昆虫調査

確認種の経年一覧を示す。 

 平成 15 年から平成 19 年の間で、17 目 238 科 963 種類の昆虫類が確認された。また、調

査方法を見ると、平成 17 年度まではベイトトラップが実施されているが、平成 18 年度以降

は実施されていない。 

 

表 9-2-19 調査年度別目別種類数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※昆虫類と併せてクモ類を併記した。 

 

表 9-2-20 調査年度別調査方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 クモ 0 0 0 44 39
2 トビムシ 0 0 1 7 0
3 トンボ 1 4 3 2 1
4 ゴキブリ 2 2 2 2 2
5 カマキリ 0 0 0 0 2
6 シロアリ 1 0 0 0 1
7 ハサミムシ 2 4 4 2 4
8 バッタ 14 25 23 26 28
9 チャタテムシ 0 0 0 4 1
10 カメムシ 4 57 49 98 78
11 アザミウマ 0 0 0 3 1
12 アミメカゲロウ 0 3 3 3 2
13 トビケラ 0 1 1 2 1
14 チョウ 11 95 89 105 63
15 ハエ 11 63 52 42 77
16 コウチュウ 5 176 129 150 165
17 ハチ 8 28 22 62 50

合計　17目238科963種

H15 H16
種数
No.

目和名 H17 H18 H19

59種 458種 378種 552種 515種

調査年度

調査方法

● ● ● 春25,夏22,秋22地点

● ● ●
4ﾙｰﾄ ● ● 30地点

5地点 6地点 6地点

3地点 3地点 4地点 4地点

10地点 10地点

4地点 4地点

注1)：「●」は地点数が不明、斜線は実施されていないことを示す。
注2)：H19は任意採集の中に、ｽｳｨｰﾋﾟﾝｸﾞ法を含む。

ﾌﾗｲﾄ･ｲﾝﾀｰｾﾌﾟﾄ･ﾄﾗｯﾌﾟ

H15

任意採集

ﾋﾞｰﾃﾞｨﾝｸﾞ

ｽｳｨｰﾋﾟﾝｸﾞ

ﾍﾞｲﾄﾄﾗｯﾌﾟ

H18 H19

ﾗｲﾄﾄﾗｯﾌﾟ

ｲｴﾛｰﾊﾟﾝﾄﾗｯﾌﾟ

H16 H17
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表 9-2-21(1)  昆虫類経年比較一覧 

※昆虫類と併せてクモ類を併記した。 

調査方法 H15 H16 H17 H18 H19 H15.9 H15.10 H15.11 H16.3 H16.4 H16.5 H16.5 H16.7 H16.8 H16.9 H16.10 H16.11 H17.2 H17.3 H17.4 H17.5 H17.6 H17.7 H17.8 H17.9 H17.10 H17.11 H17.12 H18.1 H18.2 H18.3 H18.7 H18.8 H18.10 H19.6 H19.8 H19.10

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
4ﾙｰﾄ ● ● 30地点 4ﾙｰﾄ 4ﾙｰﾄ 4ﾙｰﾄ 4ﾙｰﾄ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 30地点

5地点 6地点 6地点 5地点 5地点 5地点 5地点 6地点 6地点 6地点 6地点 6地点 6地点 6地点 6地点 6地点 6地点 6地点 6地点 6地点 6地点 6地点 6地点 6地点 6地点 6地点 6地点 6地点 6地点

3地点 3地点 4地点 4地点 3地点 3地点 3地点 3地点 3地点 3地点 3地点 3地点 3地点 3地点 3地点 3地点 3地点 3地点 3地点 3地点 3地点 3地点 3地点 3地点 3地点 3地点 4地点 4地点 4地点 4地点 4地点 4地点

10地点 10地点 10地点 10地点 10地点 10地点 10地点 11地点

4地点 4地点 4地点 4地点 4地点 4地点 4地点 4地点

注1)：「●」は地点数が不明、斜線は実施されていないことを示す。
注2)：H19は任意採集の中に、ｽｳｲｰﾋﾟﾝｸﾞ法を含む。

(1/9)

1 クモ ヒメグモ ハンゲツオスナキグモ Steatoda cingulata ○ ○ ○
2 ナナホシヒメグモ Steatoda erigoniformis ○ ○ ○

ヒメグモ科の一種 Theridiidae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○
3 サラグモ ナニワナンキングモ Eperigone naniwaense ○ ○
4 ノコギリヒザグモ Erigone prominens ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
5 ニセアカムネグモ Gnathonarium exsiccatum ○ ○ ○ ○ ○ ○
6 ズキンヌカグモ Gongylidioides cucullatus ○ ○ ○
7 クロナンキングモ Hylyphantes graminicola ○ ○ ○ ○
8 チビアカサラグモ Nematogmus sanguinolentus ○ ○ ○
9 アリマネグモ Solenysa mellottei ○ ○
10 セスジアカムネグモ Ummeliata insecticeps ○ ○ ○ ○ ○
11 オオサカアカムネグモ Ummeliata osakaensis ○ ○ ○ ○

サラグモ科の一種 Linyphiidae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12 アシナガグモ ヨツボシヒメアシナガグモ Dyschiriognatha quadrimaculata ○ ○
13 ジョロウグモ Nephila clavata ○ ○
14 トガリアシナガグモ Tetragnatha caudicula ○ ○ ○ ○ ○ ○
15 アシナガグモ Tetragnatha praedonia ○ ○ ○ ○ ○
16 ウロコアシナガグモ Tetragnatha squamata ○ ○ ○ ○

Tetragnatha sp. Tetragnatha sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○
アシナガグモ科の一種 Tetragnathidae gen.sp. ○ ○

17 コガネグモ Araneus sp. Araneus sp. ○ ○
18 ナガコガネグモ Argiope bruennichii ○ ○
19 シロスジショウジョウグモ Hypsosinga sanguinea ○ ○ ○
20 コガネグモダマシ Larinia argiopiformis ○ ○ ○ ○ ○ ○
21 ドヨウオニグモ Neoscona adianta ○ ○ ○ ○ ○ ○
22 Singa sp. Singa sp. ○ ○

コガネグモ科の一種 Araneidae gen.sp. ○ ○ ○
23 コモリグモ ヒノマルコモリグモ Arctosa japonica ○ ○
24 ハラクロコモリグモ Lycosa coelestis ○ ○
25 ウヅキコモリグモ Pardosa astrigera ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
26 ハリゲコモリグモ Pardosa laura ○ ○ ○ ○ ○ ○
27 キクヅキコモリグモ Pardosa pseudoannulata ○ ○ ○
28 キシベコモリグモ Pardosa yaginumai ○ ○

Pardosa sp. Pardosa sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
29 Pirata sp. Pirata sp. ○ ○

コモリグモ科の一種 Lycosidae gen.sp. ○ ○ ○ ○
30 ササグモ ササグモ Oxyopes sertatus ○ ○
31 シボグモ シボグモ Anahita fauna ○ ○ ○ ○ ○
32 フクログモ カバキコマチグモ Cheiracanthium japonicum ○ ○ ○ ○
33 ヤマトコマチグモ Cheiracanthium lascivum ○ ○

Cheiracanthium sp. Cheiracanthium sp. ○ ○ ○
34 ヒメフクログモ Clubiona kurilensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Clubiona sp. Clubiona sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○
フクログモ科の一種 Clubionidae gen.sp. ○ ○ ○ ○

35 ワシグモ Drassodes sp. Drassodes sp. ○ ○
36 メキリグモ Gnaphosa kompirensis ○ ○ ○

ワシグモ科の一種 Gnaphosidae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○
37 エビグモ シャコグモ Tibellus tenellus ○ ○

エビグモ科の一種 Philodromidae gen.sp. ○ ○
38 カニグモ ハナグモ Misumenops tricuspidatus ○ ○ ○ ○
39 シロスジグモ Runcinia albostriata ○ ○ ○
40 ヤミイロカニグモ Xysticus croceus ○ ○ ○ ○
41 アズマカニグモ Xysticus insulicola ○ ○
42 オオヤミイロカニグモ Xysticus saganus ○ ○ ○

Xysticus sp. Xysticus sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○
43 ハエトリグモ ネコハエトリ Carrhotus xanthogramma ○ ○ ○ ○ ○

Carrhotus sp. Carrhotus sp. ○ ○
44 マミジロハエトリ Evarcha albaria ○ ○ ○ ○
45 アシブトハエトリ Evarcha crassipes ○ ○

Evarcha sp. Evarcha sp. ○ ○ ○ ○
46 イソハエトリ Hakka himeshimensis ○ ○ ○
47 Harmochirus sp. Harmochirus sp. ○ ○
48 アダンソンハエトリ Hasarius adansoni ○ ○
49 Helicius sp. Helicius sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○
50 チビクロハエトリ Heliophanus aeneus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
51 Marpissa sp. Marpissa sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○
52 オスクロハエトリ Mendoza canestrinii ○ ○ ○ ○ ○
53 ヤハズハエトリ Mendoza elongata ○ ○ ○ ○ ○ ○
54 アリグモ Myrmarachne japonica ○ ○ ○ ○ ○
55 クワガタアリグモ Myrmarachne kuwagata ○ ○

Myrmarachne sp. Myrmarachne sp. ○ ○ ○
56 メガネアサヒハエトリ Phintella linea ○ ○

Phintella sp. Phintella sp. ○ ○
57 ミスジハエトリ Plexippus setipes ○ ○ ○ ○
58 キレワハエトリ Sibianor pullus ○ ○
59 アオオビハエトリ Siler cupreus ○ ○
60 シラホシコゲチャハエトリ Sitticus penicillatus ○ ○ ○ ○

Sitticus sp. Sitticus sp. ○ ○
61 アメイロハエトリ Synagelides agoriformis ○ ○

ハエトリグモ科の一種 Salticidae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
62 トビムシ ヒメトビムシ ヒメトビムシ科の一種 Hypogastruridae gen.sp. ○ ○
63 イボトビムシ イボトビムシ科の一種 Neanuridae gen.sp. ○ ○ ○ ○
64 トゲトビムシ トゲトビムシ科の一種 Tomoceridae gen.sp. ○ ○
65 アヤトビムシ アヤトビムシ科の一種 Entomobryidae gen.sp. ○ ○ ○ ○
66 ヒゲナガトビムシ ヒゲナガトビムシ科の一種 Paronellidae gen.sp. ○ ○
67 アリノストビムシ アリノストビムシ科の一種 Cyphoderidae gen.sp. ○ ○
68 ウスギヌトビムシ ウスギヌトビムシ科の一種 Oncopoduridae gen.sp. ○ ○
69 マルトビムシ マルトビムシ科の一種 Sminthuridae gen.sp. ○ ○
70 トンボ ヤンマ ギンヤンマ Anax parthenope julius ○ ○ ○ ○
71 トンボ ショウジョウトンボ Crocothemis servilia mariannae ○ ○
72 シオカラトンボ Orthetrum albistylum speciosum ○ ○ ○ ○
73 ウスバキトンボ Pantala flavescens ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
74 アキアカネ Sympetrum frequens ○ ○ ○ ○
75 ゴキブリ チャバネゴキブリ モリチャバネゴキブリ Blattella nipponica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Blattella sp. Blattella sp. ○ ○
76 ツチゴキブリ Margattea kumamotonis kumamotonis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
77 ウスヒラタゴキブリ Onychostylus pallidiolus pallidiolus ○ ○ ○ ○ ○ ○

チャバネゴキブリ科の一種 Blattellidae gen.sp. ○ ○ ○
78 カマキリ カマキリ コカマキリ Statilia maculata ○ ○
79 Tenodera sp. Tenodera sp. ○ ○

カマキリ科の一種 Mantidae gen.sp. ○ ○
80 シロアリ ミゾガシラシロアリ ヤマトシロアリ Reticulitermes speratus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
81 ハサミムシ マルムネハサミムシ ハマベハサミムシ Anisolabis maritima ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
82 コヒゲジロハサミムシ Euborellia annulipes ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
83 キアシハサミムシ Euborellia　plebeja ○ ○ ○ ○

Euborellia sp. Euborellia sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
84 ヒゲジロハサミムシ Gonolabis marginalis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

マルムネハサミムシ科の一種 Anisolabididae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
85 オオハサミムシ オオハサミムシ Labidura riparia ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
86 バッタ ツユムシ ツユムシ Phaneroptera falcata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ツユムシ科の一種 Phaneropteridae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○
87 キリギリス ウスイロササキリ Conocephalus chinensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
88 オナガササキリ Conocephalus gladiatus ○ ○ ○ ○ ○ ○
89 イズササキリ Conocephalus halophilus ○ ○
90 コバネササキリ Conocephalus japonicus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
91 ホシササキリ Conocephalus maculatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Conocephalus sp. Conocephalus sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○
ササキリ亜科の一種 Tettigoniidae (Conocephalinae) gen.sp. ○ ○ ○

92 クビキリギス Euconocephalus varius ○ ○
93 クサキリ Ruspolia lineosa ○ ○

クサキリ亜科の一種 Tettigoniidae (Copiphorinae) gen.sp. ○ ○ ○
94 ヒメギス Eobiana engelhardti subtropica ○ ○ ○ ○

●

ﾋﾞｰﾃﾞｨﾝｸﾞ

ｽｳｨｰﾋﾟﾝｸﾞ

ﾍﾞｲﾄﾄﾗｯﾌﾟ

ﾗｲﾄﾄﾗｯﾌﾟ

ｲｴﾛｰﾊﾟﾝﾄﾗｯﾌﾟ

ﾌﾗｲﾄ･ｲﾝﾀｰｾﾌﾟﾄ･ﾄﾗｯﾌﾟ

任意採集

種名 学名
特定種
徳島県

特定種
環境省

種数
No.

目和名 科和名 H15 H16 H17 H18 H19 H15.9 H15.10 H15.11 H16.3 H16.4 H16.5 H16.5 H16.7 H16.8 H16.9 H16.10 H16.11 H17.2 H17.3 H17.4 H17.5 H17.6 H17.7 H17.8 H17.9 H17.10 H17.11 H17.12 H18.10 H19.6 H19.8H18.1 H18.2 H18.3 H18.7 H19.10H18.8

● ●

春25,
夏22,
秋22
地点

22地点25地点 22地点● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●● ● ● ●
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表 9-2-21(2)  昆虫類経年比較一覧 

 

(2/9)

95 バッタ キリギリス ヤブキリ Tettigonia orientalis orientalis ○ ○
キリギリス科の一種 Tettigoniidae gen.sp. ○ ○ ○ ○

96 ケラ ケラ Gryllotalpa orientalis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ケラ科の一種 Gryllotalpidae gen.sp. ○ ○

97 マツムシ ヒロバネカンタン Oecanthus euryelytra ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
98 カンタン Oecanthus longicauda ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Oecanthus sp. Oecanthus sp. ○ ○ ○ ○
99 マツムシ Xenogryllus marmoratus marmoratus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
100 コオロギ ハラオカメコオロギ Loxoblemmus campester ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
101 ミツカドコオロギ Loxoblemmus doenitzi ○ ○ ○ ○ ○ ○

Loxoblemmus sp. Loxoblemmus sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○
102 タンボコオロギ Modicogryllus siamensis ○ ○ ○
103 エンマコオロギ Teleogryllus emma ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
104 クチナガコオロギ Velarifictorus aspersus ○ ○
105 ツヅレサセコオロギ Velarifictorus mikado ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Velarifictorus sp. Velarifictorus sp. ○ ○
コオロギ亜科の一種 Gryllidae (Gryllinae) gen.sp. ○ ○
コオロギ科の一種 Gryllidae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

106 カネタタキ カネタタキ Ornebius kanetataki ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
カネタタキ科の一種 Mogoplistidae gen.sp. ○ ○

107 アリツカコオロギ Myrmecophilus sp. Myrmecophilus sp. ○ ○
108 ヒバリモドキ キンヒバリ Natula matsuurai ○ ○
109 シバスズ Polionemobius mikado ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヒバリモドキ科の一種 Trigonidiidae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○
110 バッタ ショウリョウバッタ Acrida cinerea ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
111 マダラバッタ Aiolopus tamulus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
112 ヒナバッタ Chorthippus biguttulus maritimus ○ ○
113 カワラバッタ Eusphingonotus japonicus ○ ○ ○ ○
114 トノサマバッタ Locusta migratoria ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
115 クルマバッタモドキ Oedaleus infernalis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
116 ハネナガイナゴ Oxya japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
117 コバネイナゴ Oxya yezoensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

バッタ科の一種 Acrididae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
118 オンブバッタ オンブバッタ Atractomorpha lata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
119 ヒシバッタ ニセハネナガヒシバッタ Ergatettix dorsifer ○ ○ ○ ○
120 ハネナガヒシバッタ Euparatettix insularis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
121 コバネヒシバッタ Formosatettix larvatus ○ ○
122 ハラヒシバッタ Tetrix japonica ○ ○ ○ ○ ○

Tetrix sp. Tetrix sp. ○ ○ ○ ○
ヒシバッタ科の一種 Tetrigidae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

123 チャタテムシ ケチャタテ ケチャタテ科の一種 Caeciliidae gen.sp. ○ ○ ○
124 ヒメチャタテ ヒメチャタテ科の一種 Lachesillidae gen.sp. ○ ○
125 マドチャタテ クリイロチャタテ Ectopsocopsis cryptomeriae ○ ○

マドチャタテ科の一種 Peripsocidae gen.sp. ○ ○
126 チャタテ Trichadenotecnum sp. Trichadenotecnum sp. ○ ○

チャタテムシ目の一種 PSOCOPTERA fam.sp. ○ ○
127 カメムシ ヒシウンカ ヤナギカワウンカ Andes marmoratus ○ ○
128 ヒシウンカ Pentastiridius apicalis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヒシウンカ科の一種 Cixiidae gen.sp. ○ ○
129 ウンカ ゴマフウンカ Cemus nigropunctatus ○ ○
130 Euides sp. Euides sp. ○ ○
131 ヒメトビウンカ Laodelphax stratella ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
132 ハコネホソウンカ Sogata hakonensis ○ ○
133 セジロウンカ Sogatella furcifera ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
134 タマガワナガウンカ Stenocranus tamagawanus ○ ○ ○ ○ ○ ○
135 セスジウンカ Terthron albovittatum ○ ○ ○ ○ ○
136 コブウンカ Tropidocephala brunneipennis ○ ○
137 カヤウンカ Yanunka miscanthi ○ ○ ○

ウンカ科の一種 Delphacidae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ウンカ科の数種 Delphacidae gen.spp. ○ ○ ○ ○ ○

138 アオバハゴロモ トビイロハゴロモ Mimophantia maritima ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
139 シマウンカ シマウンカ Nisia nervosa ○ ○ ○ ○ ○ ○
140 ハゴロモ ベッコウハゴロモ Orosanga japonicus ○ ○
141 ヒメベッコウハゴロモ Ricania taeniata ○ ○ ○ ○
142 アワフキムシ ハマベアワフキ Aphrophora maritima ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
143 ヨコバイ トバヨコバイ Alobaldia tobae ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
144 カンキツヒメヨコバイ Apheliona ferruginea ○ ○
145 ウスバミドリヨコバイ Balclutha viridis ○ ○
146 ヒメアオズキンヨコバイ Batracomorphus diminutus ○ ○ ○ ○
147 アオズキンヨコバイ Batracomorphus mundus ○ ○ ○ ○ ○
148 ホシアオズキンヨコバイ Batracomorphus stigmaticus ○ ○ ○ ○

Batracomorphus sp. Batracomorphus sp. ○ ○ ○
149 オオヨコバイ Cicadella viridis ○ ○ ○ ○ ○ ○
150 オオトガリヨコバイ Doratulina grandis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
151 トガリヨコバイ Doratulina producta ○ ○ ○ ○ ○

Doratulina sp. Doratulina sp. ○ ○
152 ミドリヒメヨコバイ Edwardsiana ishidai ○ ○ ○
153 ヨツモンヒメヨコバイ Empoascanara limbata ○ ○ ○
154 キスジカンムリヨコバイ Evacanthus interruptus ○ ○
155 フタスジトガリヨコバイ Futasujinus candidus ○ ○
156 キスジサジヨコバイ Hecalus lineatus ○ ○
157 ヒシモンヨコバイ Hishimonus sellatus ○ ○ ○ ○ ○

Hishimonus sp. Hishimonus sp. ○ ○
158 ミミズク Ledra auditura ○ ○
159 ホシヒメヨコバイ Limassolla multipunctata ○ ○
160 Macropsis sp. Macropsis sp. ○ ○ ○ ○
161 ムツテンヨコバイ Macrosteles sexnotatus ○ ○

Macrosteles sp. Macrosteles sp. ○ ○
162 チャイロヨコバイ Matsumurella praesul ○ ○
163 ミドリナガヨコバイ Nesosteles incisus ○ ○
164 ミナミマダラヨコバイ Orosius orientalis ○ ○

Orosius sp. Orosius sp. ○ ○
165 シマサジヨコバイ Planaphrodes sahlbergi ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
166 ズキンヨコバイ Podulmorinus vitticollis ○ ○
167 イネヒラタヨバイ Stroggylocephalus agrestis

ヒラタヨコバイ亜科の一種 Cicadellidae (Aphrodinae) gen.sp. ○ ○ ○
168 イナズマヨコバイ Recilia dorsalis ○ ○ ○ ○
169 キイロヒメヨコバイ Thaia orizivora ○ ○
170 Typhlocyba sp. Typhlocyba sp. ○ ○

ヒメヨコバイ亜科の一種 Cicadellidae (Typhlocybinae) gen.sp. ○ ○ ○
171 イグチホシヨコバイ Xestocephalus iguchii ○ ○ ○ ○ ○
172 ホシヨコバイ Xestocephalus japonicus ○ ○ ○
173 ヤマトヨコバイ Yamatotettix flavovittatus ○ ○
174 クロミャクイチモンジヨコバイ Exitianus indicus ○ ○ ○ ○ ○
175 イネマダラヨコバイ Recilia oryzae
176 ツマグロヨコバイ Nephotettix cincticeps ○ ○ ○ ○
177 リンゴマダラヨコバイ Orientus ishidae ○ ○ ○
178 マダラヨコバイ Psammotettix striatus ○ ○ ○ ○ ○ ○
179 シラホシスカシヨコバイ Scaphoideus festivus ○ ○

ヨコバイ科の一種 Cicadellidae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヨコバイ科の数種 Deltocephalidae gen.spp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

180 キジラミ キジラミ科の一種 Psyllidae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○
181 アブラムシ アブラムシ科の一種 Aphididae gen.sp. ○ ○ ○ ○
182 サシガメ トビイロサシガメ Oncocephalus assimilis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
183 モモブトトビイロサシガメ Oncocephalus femoratus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
184 クロモンサシガメ Peirates turpis ○ ○ ○ ○ ○
185 グンバイムシ Stephanitis sp. Stephanitis sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

グンバイムシ科の一種 Tingidae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
186 ハナカメムシ Amphiareus sp. Amphiareus sp. ○ ○ ○ ○
187 ツヤヒメハナカメムシ Orius nagaii ○ ○
188 ナミヒメハナカメムシ Orius sauteri ○ ○ ○ ○ ○

Orius sp. Orius sp. ○ ○ ○ ○
ハナカメムシ科の一種 Anthocoridae gen.sp. ○ ○

189 トコジラミ トコジラミ科の一種 Cimicidae gen.sp. ○ ○
190 カスミカメムシ ナカグロカスミカメ Adelphocoris suturalis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
191 コミドリチビトビカスミカメ Campylomma chinense ○ ○
192 アカホシカスミカメ Creontiades coloripes ○ ○
193 カタグロミドリカスミカメ Cyrtorhynus lividipennis ○ ○
194 エサキミドリカスミカメ Lygocoris esakii ○ ○
195 コアオカスミカメムシ Lygocoris lucorum ○ ○

Lygocoris sp. Lygocoris sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
196 Pilophorus sp. Pilophorus sp. ○ ○ ○ ○
197 ヒメヨモギカスミカメ Plagiognathus yomogi ○ ○
198 フタトゲムギカスミカメ Stenodema calcarata ○ ○ ○ ○
199 ムギカスミカメ Stenodema calcaratum
200 アカスジカスミカメ Stenotus rubrovittatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
201 ウスモンミドリカスミカメ Taylorilygus apicalis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
202 ケブカカスミカメ Tinginotum perlatum ○ ○ ○
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203 カメムシ カスミカメムシ イネホソミドリカスミカメ Trigonotylus caelestialium ○ ○
204 ヒメホソミドリカスミカメ Trigonotylus tenuis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

カスミカメムシ科の一種 Miridae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
カスミカメムシ科の数種 Miridae gen.spp. ○ ○

205 マキバサシガメ ハネナガマキバサシガメ Nabis stenoferus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
206 オオホシカメムシ ヒメホシカメムシ Physopelta cincticollis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
207 オオホシカメムシ Physopelta gutta ○ ○ ○ ○ ○ ○
208 ホシカメムシ クロホシカメムシ Pyrrhocoris sinuaticollis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
209 ホソヘリカメムシ クモヘリカメムシ Leptocorisa chinensis ○ ○ ○ ○ ○
210 ホソヘリカメムシ Riptortus clavatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
211 ヘリカメムシ ホオズキカメムシ Acanthocoris sordidus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
212 オオクモヘリカメムシ Anacanthocoris striicornis ○ ○
213 ホソハリカメムシ Cletus punctiger ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
214 ホシハラビロヘリカメムシ Homoeocerus unipunctatus ○ ○

ヘリカメムシ科の一種 Coreidae gen.sp. ○ ○
215 ヒメヘリカメムシ アカヒメヘリカメムシ Rhopalus maculatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
216 ケブカヒメヘリカメムシ Rhopalus sapporensis ○ ○
217 ブチヒゲヒメヘリカメムシ Stictopleurus punctatonervosus punctatonervosus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
218 イトカメムシ イトカメムシ Yemma exilis ○ ○ ○ ○
219 ナガカメムシ Cymus sp. Cymus sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○
220 コバネナガカメムシ Dimorphopterus pallipes ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Dimorphopterus sp. Dimorphopterus sp. ○ ○ ○ ○ ○
221 ヒメネジロツヤナガカメムシ Diniella pallipes ○ ○ ○ ○
222 ヒメオオメナガカメムシ Geocoris proteus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
223 ヒメマダラナガカメムシ Graptostethus servus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
224 サビヒョウタンナガカメムシ Horridipamera inconspicua ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
225 オオモンシロナガカメムシ Metochus abbreviatus ○ ○
226 ヒメナガカメムシ Nysius plebeius ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Nysius sp. Nysius sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
227 ヒゲナガカメムシ Pachygrontha antennata ○ ○
228 モンシロナガカメムシ Panaorus albomaculatus ○ ○
229 チャモンナガカメムシ Paradieuches dissimilis ○ ○
230 キベリヒョウタンナガカメムシ Paraparomius lateralis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
231 ミナミホソナガカメムシ Paromius exiguus ○ ○
232 アカアシホソナガカメムシ Paromius gracilis ○ ○ ○ ○ ○ ○
233 オオメナガカメムシ Piocoris varius ○ ○
234 ミナミヒョウタンナガカメムシ Remaudiereana nigriceps ○ ○ ○ ○ ○ ○
235 イチゴチビナガカメムシ Stigmatonotum geniculatum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ナガカメムシ科の一種 Lygaeidae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
236 ツチカメムシ ヒメツヤツチカメムシ Chilocoris sp. ○ ○ ○ ○ ○
237 ヒメツチカメムシ Fromundus pygmaeus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
238 ツチカメムシ Macroscytus japonensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
239 マルツチカメムシ Microporus nigritus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
240 カメムシ ウズラカメムシ Aelia fieberi ○ ○
241 アヤナミカメムシ Agonoscelis femoralis ○ ○
242 シロヘリクチブトカメムシ Andrallus spinidens ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
243 イシハラカメムシ Charazonotum ishiharai ○ ○
244 ブチヒゲカメムシ Dolycoris baccarum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
245 ナガメ Eurydema rugosum ○ ○
246 トゲシラホシカメムシ Eysarcoris aeneus ○ ○
247 ムラサキシラホシカメムシ Eysarcoris annamita ○ ○ ○ ○
248 マルシラホシカメムシ Eysarcoris guttiger ○ ○ ○ ○ ○
249 シラホシカメムシ Eysarcoris ventralis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
250 ツヤアオカメムシ Glaucias subpunctatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
251 フタテンカメムシ Laprius gastricus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
252 Menida sp. Menida sp. ○ ○
253 アオクサカメムシ Nezara antennata ○ ○ ○ ○ ○ ○
254 イチモンジカメムシ Piezodorus hybneri ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
255 チャバネアオカメムシ Plautia crossota stali ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
256 オオクロカメムシ Scotinophara horvathi ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
257 クロカメムシ Scotinophara lurida ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Scotinophara sp. Scotinophara sp.
258 ヒメクロカメムシ Scotinophara scotti ○ ○
259 タマカメムシ Sepontiella aenea ○ ○

カメムシ科の一種 Pentatomidae gen.sp. ○ ○ ○
260 マルカメムシ タデマルカメムシ Coptosoma parvipictum ○ ○

Coptosoma sp. Coptosoma sp. ○ ○
261 カタビロアメンボ ケシカタビロアメンボ Microvelia douglasi ○ ○

カタビロアメンボ科の一種 Veliidae gen.sp. ○ ○
262 ミズギワカメムシ エゾミズギワカメムシ Saldula recticollis ○ ○

ミズギワカメムシ科の一種 Saldidae gen.sp. ○ ○
263 ミズムシ Micronecta sp. Micronecta sp. ○ ○ ○ ○
264 コミズムシ Sigara substriata ○ ○
265 マツモムシ コマツモムシ Anisops ogasawarensis ○ ○ ○ ○ ○ ○

Anisops sp. Anisops sp. ○ ○
266 アザミウマ シマアザミウマ シマアザミウマ科の一種 Aeolothripidae gen.sp. ○ ○
267 アザミウマ アザミウマ科の一種 Thripidae gen.sp. ○ ○ ○ ○
268 クダアザミウマ クダアザミウマ科の一種 Phlaeothripidae gen.sp. ○ ○ ○ ○

アザミウマ目の一種 Thysanoptera fam.sp. ○ ○ ○ ○
269 アミメカゲロウ クサカゲロウ キントキクサカゲロウ Brinckochrysa kintoki ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
270 クモンクサカゲロウ Chrysopa formosa ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
271 ニッポンクサカゲロウ Chrysoperla carnea ○ ○ ○ ○ ○ ○
272 マボロシクサカゲロウ Nipponochrysa moriutii ○ ○

クサカゲロウ科の一種 Chrysopidae gen.sp. ○ ○
273 ヒメカゲロウ Micromus sp. Micromus sp. ○ ○ ○ ○
274 トビケラ シマトビケラ オオシマトビケラ Macrostemum radiatum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
275 クダトビケラ クダトビケラ科の一種 Psychomyidae gen.sp. ○ ○

トビケラ目の一種 Trichoptera fam.sp. ○ ○
276 チョウ ホソガ ホソガ科の一種 Gracillariidae gen.sp. ○ ○
277 ハモグリガ ヒルガオハモグリガ亜科の一種 Lyonetiidae (Bedelliinae) gen.sp. ○ ○
278 ハモグリガ亜科の一種 Lyonetiidae (Lyonetiinae) gen.sp. ○ ○

ハモグリガ科の一種 Lyonetiidae gen.sp. ○ ○
279 コハモグリガ コハモグリガ科の一種 Phyllocnistidae gen.sp. ○ ○
280 アトヒゲコガ アトヒゲコガ科の一種 Acrolepiidae gen.sp. ○ ○
281 ヒロズコガ ヒメヒロズコガ亜科の一種 Tineidae (Messiinae) gen.sp. ○ ○
282 マエモンクロヒロズコガ Monopis monachella ○ ○ ○ ○ ○
283 カザリバガ マダラトガリホソガ Anatrachyntis japonica ○ ○ ○ ○ ○

Anatrachyntis sp. Anatrachyntis sp. ○ ○
カザリバガ亜科の一種 Cosmopterigidae (Cosmopteriginae) gen.sp. ○ ○
カザリバガ科の一種 Cosmopterigidae gen.sp. ○ ○

284 キバガ キバガ科の一種 Gelechiidae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
285 ヒゲナガギバガ フタクロボシキバガ Scythropiodes issikii ○ ○ ○ ○
286 マルハキバガ マルハキバガ科の一種 Oecophoridae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○
287 ニセマイコガ キイロマイコガ Stathmopoda auriferella ○ ○
288 クサモグリガ クサモグリガ科の一種 Elachistidae gen.sp. ○ ○
289 ツツミノガ ツツミノガ科の一種 Coleophoridae gen.sp. ○ ○ ○
290 スガ コナガ Plutella xylostella ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
291 ニセスガ亜科の一種 Yponomeutidae (Praydinae) gen.sp. ○ ○
292 マサキスガ Yponomeuta meguronis ○ ○ ○ ○

スガ科の一種 Yponomeutidae gen.sp. ○ ○
293 ボクトウガ ハイイロボクトウ Phragmataecia castaneae ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
294 ハマキガ セクロモンカギバヒメハマキ Ancylis badiana ○ ○
295 セモンカギバヒメハマキ Ancylis mandarinana ○ ○ ○ ○ ○
296 ウスアトキハマキ Archips semistrctus ○ ○ ○ ○
297 ヨモギネムシガ Epiblema foenella ○ ○ ○ ○
298 ナシヒメシンクイ Grapholita molesta ○ ○
299 テングハマキ Sparganothis pilleriana ○ ○

ヒメハマキガ亜科の一種 Tortricidae (Olethreutinae) gen.sp. ○ ○ ○ ○
300 チャハマキ Homona magnanima ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ハマキガ科の一種 Tortricidae gen.sp. ○ ○ ○ ○
ハマキガ科の数種 Tortricidae gen.spp. ○ ○ ○ ○

301 イラガ テングイラガ Microleon longipalpis ○ ○
302 セセリチョウ イチモンジセセリ Parnara guttata guttata ○ ○ ○ ○ ○ ○
303 チャバネセセリ Pelopidas mathias oberthueri ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
304 シジミチョウ ツバメシジミ Everes argiades hellotia ○ ○
305 ウラナミシジミ Lampides boeticus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
306 ベニシジミ Lycaena phlaeas daimio ○ ○ ○ ○ ○ ○
307 ヤマトシジミ本土亜種 Pseudozizeeria maha argia ○ ○
308 タテハチョウ ヒメアカタテハ Cynthia cardui ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
309 ルリタテハ本土亜種 Kaniska canace nojaponicum (von Siebold) ○ ○
310 キタテハ Polygonia c-aureum c-aureum ○ ○ ○ ○ ○ ○
311 アゲハチョウ キアゲハ Papilio machaon hippocrates ○ ○
312 ナミアゲハ Papilio xuthus ○ ○ ○ ○
313 シロチョウ モンキチョウ Colias erate poliographus ○ ○ ○ ○ ○ ○
314 キチョウ Eurema hecabe ○ ○ ○ ○ ○ ○
315 モンシロチョウ Pieris rapae crucivora ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
316 トリバガ ナカノホソトリバ Fuscoptilia emarginata ○ ○ ○ ○
317 エゾギクトリバ Platyptilia farfarella ○ ○
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318 チョウ トリバガ カマトリバガ亜科の一種 Pterophoridae (Pterophorinae) gen.sp. ○ ○ ○ ○
トリバガ科の一種 Pterophoridae gen.sp. ○ ○

319 ツトガ ツトガ Ancylolomia japonica ○ ○
320 フタキスジツトガ Calamotropha aureliella fulvilineata ○ ○ ○ ○ ○
321 フタオレツトガ Calamotropha yamanakai yamanakai ○ ○

Calamotropha sp. Calamotropha sp. ○ ○
322 ヨシツトガ Chilo luteellus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Chilo sp. Chilo sp. ○ ○ ○ ○
323 テンスジツトガ Chrysoteuchia distinctella ○ ○

ツトガ亜科の一種 Crambidae (Crambinae) gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
324 アカウスグロノメイガ Bradina angustalis pryeri ○ ○ ○ ○ ○ ○
325 シロテンウスグロノメイガ Bradina atopalis ○ ○ ○ ○
326 モンウスグロノメイガ Bradina geminalis ○ ○
327 ヒメアカウスグロノメイガ Bradina trigonalis ○ ○

Bradina sp. Bradina sp. ○ ○ ○ ○ ○
328 コブノメイガ Cnaphalocrocis medinalis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
329 ワタヘリクロノメイガ Diaphania indica ○ ○
330 キアヤヒメノメイガ Diasemia accalis ○ ○ ○ ○ ○
331 シロアヤヒメノメイガ Diasemia reticularis ○ ○
332 ソトキマダラミズメイガ Elophila nigralbalis ○ ○ ○
333 ヒメマダラミズメイガ Elophila turbata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
334 エンスイミズメイガ Eristena argentata ○ ○ ○ ○ ○ ○
335 アヤナミノメイガ Eurrhyparodes accessalis ○ ○
336 クロオビクロノメイガ Herpetogramma licarsisalis ○ ○ ○ ○ ○ ○
337 モンキクロノメイガ Herpetogramma luctuosalis zelleri ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
338 マエキノメイガ Herpetogramma rudis ○ ○ ○ ○
339 ミツテンノメイガ Mabra charonialis ○ ○
340 マメノメイガ Maruca vitrata ○ ○ ○ ○ ○ ○
341 ウスオビキノメイガ Microstega jessica ○ ○
342 サツマキノメイガ Nacoleia satsumalis ○ ○
343 クロフタオビツトガ Neopediasia mixtalis ○ ○
344 ワモンノメイガ Nomophila noctuella ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
345 ユウグモノメイガ Ostrinia palustralis memnialis ○ ○
346 マエアカスカシノメイガ Palpita nigropunctalis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
347 シバツトガ Parapediasia teterrella ○ ○ ○ ○ ○
348 マエキツトガ Pseudocatharylla simplex ○ ○
349 ヒトスジオオメイガ Scirpophaga lineata ○ ○

Scirpophaga sp. Scirpophaga sp. ○ ○ ○
オオメイガ亜科の一種 Crambidae (Schoenobiinae) gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○

350 タテシマノメイガ Sclerocona acutella ○ ○ ○ ○
351 シロオビノメイガ Spoladea recurvalis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
352 クロスジノメイガ Tyspanodes striata ○ ○
353 チャモンノメイガ Udea stigmatalis ○ ○ ○ ○
354 クロモンキノメイガ Udea testacea ○ ○ ○ ○

ノメイガ亜科の一種 Crambidae (Pyraustinae) gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○
ツトガ科の一種 Crambidae gen.sp. ○ ○

355 メイガ ツマグロシマメイガ Arippara indicator ○ ○ ○ ○
356 フタスジシマメイガ Orthopygia glaucinalis ○ ○
357 キモントガリメイガ Endotricha kuznetzovi ○ ○ ○
358 キベリトガリメイガ Endotricha minialis ○ ○
359 カバイロトガリメイガ Endotricha theonalis ○ ○ ○ ○
360 ヒエホソメイガ Enosima leucotaeniella ○ ○
361 ニイシマホソメイガ Rhinaphe neesimella ○ ○
362 ナカムラサキフトメイガ Lista ficki ○ ○
363 Emmalocera sp. Emmalocera sp. ○ ○
364 アカマダラメイガ Onococera semirubella ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
365 マエジロホソマダラメイガ Phycitodes subcretacellus ○ ○
366 トビマダラメイガ Samaria ardentella ○ ○

マダラメイガ亜科の一種 Pyralidae (Phycitinae) gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
367 ツヅリガ Paralipsa gularis ○ ○
368 キイロツヅリガ Tirathaba irrufatella ○ ○

ツヅリガ亜科の一種 Pyralidae (Galleriinae) gen.sp. ○ ○ ○
369 シャクガ キエダシャク Auaxa sulphurea ○ ○
370 コウスアオシャク Chlorissa obliterata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
371 ウスキヒメシャク Idaea biselata ○ ○ ○ ○
372 オオウスモンキヒメシャク Idaea imbecilla ○ ○ ○ ○ ○ ○
373 ミジンキヒメシャク Idaea trisetata ○ ○
374 キトガリヒメシャク Scopula emissaria ○ ○ ○ ○
375 マエキヒメシャク Scopula nigropunctata imbella ○ ○
376 ナミスジチビヒメシャク Scopula personata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
377 ベニスジヒメシャク Timandra recompta prouti ○ ○

Timandra sp. Timandra sp. ○ ○
ヒメシャク亜科の数種 Geometridae (Sterrhinae) gen.spp. ○ ○ ○ ○

378 トビスジヒメナミシャク Orthonama obstipata ○ ○ ○ ○ ○ ○
379 ヒロオビトンボエダシャク Cystidia truncangulata ○ ○ ○ ○
380 ツマジロエダシャク Krananda latimarginaria ○ ○ ○ ○
381 エグリヅマエダシャク Odontopera arida arida ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
382 ウスネズミエダシャク Tephrina vapulata ○ ○ ○ ○
383 ツマグロナミシャク Xanthorhoe muscicapata ○ ○
384 スズメガ エビガラスズメ Agrius convolvuli ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
385 ホシホウジャク Macroglossum pyrrhosticta ○ ○ ○ ○ ○ ○
386 クロホウジャク Macroglossum saga ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
387 ホシヒメホウジャク Neogurelca himachala ○ ○
388 コスズメ Theretra japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
389 セスジスズメ Theretra oldenlandiae ○ ○
390 シャチホコガ ヒナシャチホコ Micromelalopha troglodyta ○ ○
391 ヒトリガ ホシホソバ Pelosia muscerda tetrasticta ○ ○ ○

ヒトリガ科の一種 Arctiidae gen.sp. ○ ○
392 ヒトリモキドガ イチジクヒトリモドキ Asota ficus ○ ○
393 ドクガ スギドクガ Calliteara argentata ○ ○
394 ヒメシロモンドクガ Orgyia thyellina ○ ○
395 ヤクシマドクガ Orgyia triangularis ○ ○ ○ ○
396 ウチジロマイマイ Parocneria furva ○ ○ ○ ○
397 ゴマフリドクガ Somena pulverea ○ ○
398 コブガ クロスジシロコブガ Nola taeniata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
399 クロスジコブガ Rhynchopalpus fumosa ○ ○
400 ヤガ ナカジロシタバ Aedia leucomelas ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
401 オオカブラヤガ Agroptis tokionis ○ ○ ○ ○
402 タマナヤガ Agrotis ipsilon ○ ○ ○ ○ ○ ○
403 カブラヤガ Agrotis segetum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
404 ヒメシロテンコヤガ Amyna axis ○ ○ ○ ○ ○ ○
405 Araeopteron sp. Araeopteron sp. ○ ○
406 フクラスズメ Arcte coerula ○ ○ ○ ○ ○ ○
407 シロテンウスグロヨトウ Athetis albisignata ○ ○
408 コウスイロヨトウ Athetis lepigone ○ ○
409 ヒメサビスジヨトウ Athetis stellata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
410 イチモジキノコヨトウ Bryophila granitalis ○ ○
411 アミメツマキリヨトウ Callopistria aethiops ○ ○
412 オオホシミミヨトウ Condica illecta ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
413 ミツモンキンウワバ Ctenoplusia agnata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
414 エゾギクキンウワバ Ctenoplusia albostriata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
415 オオバコヤガ Diarsia canescens ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
416 コウスチャヤガ Diarsia deparca ○ ○
417 ウスイロアカフヤガ Diarsia ruficauda ○ ○ ○ ○
418 ホソオビアシブトクチバ Dysgonia arctotaenia ○ ○ ○ ○
419 オオトモエ Erebus ephesperis ○ ○
420 ナカグロクチバ Grammodes geometrica ○ ○ ○
421 オオタバコガ Helicoverpa armigera ○ ○ ○ ○ ○ ○
422 タバコガ Helicoverpa assulta ○ ○ ○ ○ ○ ○
423 シラナミアツバ Herminia innocens ○ ○
424 クロクモヤガ Hermonassa cecilia ○ ○ ○ ○
425 オオシラナミアツバ Hipoepa fractalis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
426 ソトウスグロアツバ Hydrillodes lentalis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
427 トビモンアツバ Hypena indicatalis ○ ○ ○ ○ ○ ○
428 タイワンキシタアツバ Hypena trigonalis ○ ○
429 オオシロテンクチバ Hypersypnoides submarginata ○ ○
430 ムーアキシタクチバ Hypocala deflorata deflorata ○ ○
431 Hyposada sp. Hyposada sp. ○ ○
432 ヤマトホソヤガ Lophoptera hayesi ○ ○ ○ ○
433 ヒメネジロコヤガ Maliattha signifera ○ ○ ○
434 オオウンモンクチバ Mocis undata ○ ○ ○ ○
435 アトジロキヨトウ Mythimna compta ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
436 ナカスジキヨトウ Mythimna flammea ○ ○ ○
437 クサシロキヨトウ Mythimna loreyi ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
438 ノヒラキヨトウ Mythimna obsoleta ○ ○
439 アワヨトウ Mythimna separata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
440 マメチャイロキヨトウ Mythimna stolida ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
441 スジシロキヨトウ Mythimna striata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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チョウ ヤガ Mythimna sp. Mythimna sp. ○ ○ ○
442 フタオビコヤガ Naranga aenescens ○ ○ ○ ○
443 ヒメエグリバ Oraesia emarginata ○ ○ ○ ○ ○ ○
444 アカエグリバ Oraesia excavata ○ ○
445 ニセタマナヤガ Peridroma saucia ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
446 ヨモギコヤガ Phyllophila obliterata ○ ○ ○ ○ ○ ○
447 マエホシヨトウ Pyrrhidivalva sordida ○ ○ ○ ○
448 シロシタヨトウ Sarcopolia illoba ○ ○ ○ ○ ○
449 クロスジヒメアツバ Schrankia costaestrigalis ○ ○ ○ ○ ○
450 クシナシスジキリヨトウ Spodoptera cilium ○ ○ ○ ○ ○ ○
451 シロイチモジヨトウ Spodoptera exigua ○ ○ ○ ○ ○ ○
452 ハスモンヨトウ Spodoptera litura ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
453 シロナヨトウ Spodoptera mauritia acronyctoides ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
454 シロスジアオヨトウ Trachea atriplicis gunama ○ ○ ○ ○ ○
455 イラクサギンウワバ Trichoplusia ni ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
456 フタトガリコヤガ Xanthodes transversa ○ ○ ○ ○

ヤガ科の一種 Noctuidae gen.sp. ○ ○ ○
457 ハエ ガガンボ キイロホソガガンボ Nephrotoma virgata ○ ○

Nephrotoma sp. Nephrotoma sp. ○ ○
458 Helius sp. Helius sp. ○ ○
459 Limonia sp. Limonia sp. ○ ○ ○ ○

ヒメガガンボ亜科の一種 Tipulidae (Limoniinae) gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヒメガガンボ亜科の数種 Tipulidae (Limoniinae) gen.spp. ○ ○ ○

460 チョウバエ チョウバエ科の一種 Psychodidae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
461 ヌカカ イソヌカカ Culicoides circumscriptus ○ ○ ○ ○

ヌカカ科の一種 Ceratopogonidae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
462 ユスリカ モンユスリカ亜科の一種 Chironomidae (Tanypodinae) gen.sp. ○ ○
463 ユスリカ亜科の一種 Chironomidae (Chironominae) gen.sp. ○ ○ ○ ○

ユスリカ科の一種 Chironomidae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○
ユスリカ科の数種 Chironomidae gen.spp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

464 カ キンイロヤブカ Aedes vexans ○ ○
465 Culex sp. Culex sp. ○ ○

カ科の一種 Culicidae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
466 ブユ ブユ科の一種 Simuliidae gen.sp. ○ ○ ○
467 ケバエ メスアカケバエ Bibio rufiventris ○ ○ ○ ○ ○

ケバエ科の一種 Bibionidae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○
468 Pleciidae ヒメセグロケバエ Penthetria velutina ○ ○
469 タマバエ Lestremia sp. Lestremia sp. ○ ○ ○
470 Dasineura sp. Dasineura sp. ○ ○ ○ ○

タマバエ科の一種 Cecidomyiidae gen.sp. ○ ○
471 キノコバエ キノコバエ科の一種 Mycetophilidae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
472 クロバネキノコバエ クロバネキノコバエ科の一種 Sciaridae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
473 キアブ キアブ科の一種 Xylophagidae gen.sp. ○ ○
474 キアブモドキ キアブモドキ科の一種 Xylomyidae gen.sp. ○ ○ ○
475 シギアブ キアシキンシギアブ Chrysopilus ditissimis ○ ○

シギアブ科の一種 Rhagionidae gen.sp. ○ ○ ○
476 ミズアブ アメリカミズアブ Hermetia illucens ○ ○
477 ハラキンミズアブ Microchrysa flaviventris ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ミズアブ科の一種 Stratiomyidae gen.sp. ○ ○
478 ムシヒキアブ トラフムシヒキ Astochia virgatipes ○ ○
479 コムライシアブ Choerades komurae ○ ○
480 アオメアブ Cophinopoda chinensis ○ ○ ○
481 シロズヒメムシヒキ Philonicus albiceps ○ ○
482 シオヤアブ Promachus yesonicus ○ ○
483 Stichopogon infuscatus Stichopogon infuscatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
484 サキグロムシヒキ Trichomachimus scutellaris ○ ○ ○

ムシヒキアブ科の一種 Asilidae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○
485 ツリアブ マエグロツリアブ Ligyra similis ○ ○
486 クロバネツリアブ Ligyra tantalus ○ ○
487 スキバツリアブ Villa limbata ○ ○ ○ ○ ○ ○
488 ツルギアブ ショージツルギアブ Dialineura shozii ○ ○
489 シロツルギアブ Spiriverpa argentata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ツルギアブ科の一種 Therevidae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
490 アシナガバエ アシナガバエ科の一種 Dolichopodidae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アシナガバエ科の数種 Dolichopodidae gen.spp. ○ ○ ○
491 オドリバエ オドリバエ科の一種 Empididae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オドリバエ科の数種 Empididae gen.spp. ○ ○ ○ ○
492 アタマアブ アタマアブ科の一種 Pipunculidae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○
493 ハナアブ オオマメヒラタアブ Allograpta javana ○ ○
494 ホソヒラタアブ Episyrphus balteatus ○ ○ ○ ○
495 ドウガネホシメハナアブ Eristalinus aeneus ○ ○
496 タテジマクロハナアブ Eristalinus sepulchralis ○ ○ ○
497 ホシメハナアブ Eristalinus tarsalis ○ ○ ○ ○ ○ ○
498 ナミハナアブ Eristalis tenax ○ ○
499 ナミホシヒラタアブ Eupeodes bucculatus ○ ○ ○ ○
500 フタホシヒラタアブ Eupeodes corollae ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
501 アシブトハナアブ Helophilus virgatus ○ ○
502 トゲヒメヒラタアブ Ischiodon scutellaris ○ ○ ○ ○
503 ホシツヤヒラタアブ Melanostoma scalare ○ ○ ○ ○ ○ ○
504 シマアシブトハナアブ Mesembrius flaviceps ○ ○
505 シママメヒラタアブ Paragus fasciatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
506 キアシマメヒラタアブ Paragus haemorrhous ○ ○ ○ ○ ○ ○
507 Platycheirus sp. Platycheirus sp. ○ ○ ○ ○
508 ホソヒメヒラタアブ Sphaerophoria macrogaster ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
509 ヒメヒラタアブ Sphaerophoria menthastri ○ ○
510 キタヒメヒラタアブ Sphaerophoria philanthus ○ ○

Sphaerophoria sp. Sphaerophoria sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○
511 ノミバエ ノミバエ科の一種 Phoridae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○
512 ハモグリバエ ハモグリバエ科の一種 Agromyzidae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ハモグリバエ科の数種 Agromyzidae gen.spp. ○ ○ ○
513 キモグリバエ キモグリバエ科の一種 Chloropidae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

キモグリバエ科の数種 Chloropidae gen.spp. ○ ○ ○ ○
514 ハマベバエ ハマベバエ Coelopa frigida ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
515 ショウジョウバエ Drosophila sp. Drosophila sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○
516 Leucophenga sp. Leucophenga sp. ○ ○
517 コフキヒメショウジョウバエ Scaptomyza pallida ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Scaptomyza sp. Scaptomyza sp. ○ ○
ショウジョウバエ科の一種 Drosophilidae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○
ショウジョウバエ科の数種 Drosophilidae gen.spp. ○ ○ ○

518 ミギワバエ Hyadina pulchella Hyadina pulchella ○ ○
519 Scatella callosicosta Scatella callosicosta ○ ○
520 Scatella obsoleta Scatella obsoleta ○ ○
521 Scatella paludum Scatella paludum ○ ○ ○ ○
522 Scatella septempunctata Scatella septempunctata ○ ○

Scatella sp. Scatella sp. ○ ○ ○ ○
523 Setacera breviventris Setacera breviventris ○ ○ ○ ○

Setacera sp. Setacera sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○
ミギワバエ科の一種 Ephydridae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

524 トゲハネバエ トゲハネバエ科の一種 Heleomyzidae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○
525 ハヤトビバエ ハヤトビバエ科の一種 Sphaeroceridae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
526 シマバエ Homoneura stackelbergi Homoneura stackelbergi ○ ○ ○

Homoneura sp. Homoneura sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
シマバエ科の一種 Lauxaniidae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

527 ヒロクチバエ ヒゲナガヒロクチバエ Lamprophthalma japonica ○ ○
528 ダイズコンリュウバエ Rivellia apicalis ○ ○
529 ムネアカマダラバエ Rivellia basilaris ○ ○
530 ヤチバエ ヒゲナガヤチバエ Sepedon aenescens ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
531 ツヤホソバエ ヒトテンツヤホソバエ Sepsis monostigma ○ ○ ○ ○ ○
532 ミバエ ヒラヤマアミメケブカミバエ Campiglossa hirayamae ○ ○

ミバエ科の一種 Tephritidae gen.sp. ○ ○ ○
533 ハナバエ タネバエ Delia platura ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Delia sp. Delia sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ハナバエ科の一種 Anthomyiidae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○
ハナバエ科の数種 Anthomyiidae gen.spp. ○ ○ ○ ○

534 ヒメイエバエ クロヒメイエバエ Fannia prisca Stein ○ ○ ○ ○
535 クロバエ コガネキンバエ Lucilia ampullacea ○ ○
536 ヒロズキンバエ Lucilia sericata ○ ○ ○ ○ ○ ○
537 イトウコクロバエ Paradichosia itoi ○ ○
538 ツマグロキンバエ Stomorhina obsoleta ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

クロバエ科の一種 Calliphoridae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
539 イエバエ イネクキイエバエ Atherigona oryzae ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Atherigona sp. Atherigona sp. ○ ○
540 Caricea sp. Caricea sp. ○ ○
541 Coenosia sp. Coenosia sp. ○ ○
542 クロツヤヒメクロバエ Hydrotaea spinigera ○ ○
543 トーヨーカトリバエ Lispe orientalis ○ ○ ○ ○ ○
544 シナホソカトリバエ Lispe sinica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
545 ノイエバエ Musca hervei ○ ○
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546 ハエ イエバエ オオイエバエ Muscina stabulans ○ ○ ○ ○
547 ヘリグロハナレメイエバエ Orchisia costata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
548 Phaonia sp. Phaonia sp. ○ ○
549 シリモチハナレメイエバエ Pygophora confusa ○ ○

ハナレメイエバエ亜科の一種 Muscidae (Coenosiinae) gen.sp. ○ ○ ○ ○
イエバエ科の一種 Muscidae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

550 ニクバエ ホリニクバエ Bellieriomima horii ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
551 ジョセフニクバエ Bellieriomima josephi ○ ○
552 ヒメニクバエ Bellieriomima pterygota ○ ○
553 フィールドニクバエ Bellieriomima uniseta ○ ○ ○
554 センチニクバエ Boettcherisca peregrina ○ ○ ○ ○ ○
555 ホンシュウホソニクバエ Goniophyto honshuensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
556 シリグロニクバエ Helicophagella melanura ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
557 ハマベニクバエ Leucomyia cinerea ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
558 Metopia sp. Metopia sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○
559 イソニクバエ Parasarcophaga brevicornis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
560 クサニクバエ Parasarcophaga harpax ○ ○
561 カワユニクバエ Parasarcophaga kawayuensis ○ ○
562 ペキンニクバエ Parasarcophaga polystylata ○ ○
563 ナミニクバエ Parasarcophaga similis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
564 ハネボシスナニクバエ Phylloteles stackelbergi ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
565 コニクバエ Pierretia ugamskii ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
566 Sarcophaga sp. Sarcophaga sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
567 トリオニクバエ Thyrsocnema crinitula ○ ○ ○ ○ ○ ○

ニクバエ亜科の一種 Sarcophagidae (Sarcophaginae) gen.sp. ○ ○ ○
ニクバエ科の一種 Sarcophagidae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

568 フンバエ ヒメフンバエ Scathophaga stercoraria ○ ○ ○ ○
569 ヤドリバエ ケブカハリバエ Eurithia anthophila ○ ○
570 マルボシヒラタハナバエ Gymnosoma rotundata ○ ○
571 ヤドリバエ亜科の一種 Tachinidae (Exorstinae) gen.sp. ○ ○

ヤドリバエ科の一種 Tachinidae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
572 コウチュウ オサムシ キイロチビゴモクムシ Acupalpus inornatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
573 トゲアトキリゴミムシ Aephnidius adelioides ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
574 アオグロヒラタゴミムシ Agonum chalcomum ○ ○
575 タンゴヒラタゴミムシ Agonum leucopus ○ ○ ○ ○ ○
576 キアシマルガタゴミムシ Amara ampliata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
577 マルガタゴミムシ Amara chalcites ○ ○ ○ ○ ○ ○
578 コアオマルガタゴミムシ Amara chalcophaea ○ ○ ○ ○
579 ニセマルガタゴミムシ Amara congrua ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
580 オオマルガタゴミムシ Amara gigantea ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
581 ヒメツヤマルガタゴミムシ Amara nipponica ○ ○ ○ ○ ○ ○

Amara sp. Amara sp. ○ ○ ○ ○
582 ホシボシゴミムシ Anisodactylus punctatipennis ○ ○
583 ゴミムシ Anisodactylus signatus ○ ○ ○ ○
584 ヒメゴミムシ Anisodactylus tricuspidatus tricuspidatus ○ ○
585 キベリゴモクムシ Anoplogenius cyanescens ○ ○
586 スジミズアトキリゴミムシ Apristus grandis ○ ○ ○ ○ ○ ○
587 フタモンクビナガゴミムシ Archicolliuris bimaculata nipponica ○ ○ ○ ○
588 キバナガミズギワゴミムシ Armatocillenus yokohamae ○ ○ ○ ○ ○
589 オオアオミズギワゴミムシ Bembidion lissonotum 準絶滅危惧 ○ ○ ○ ○
590 ヨツボシミズギワゴミムシ Bembidion morawitzi ○ ○ ○ ○
591 オオズヒメゴモクムシ Bradycellus grandiceps ○ ○
592 コクロヒメゴモクムシ Bradycellus subditus ○ ○
593 アトボシアオゴミムシ Chlaenius naeviger ○ ○
594 アオゴミムシ Chlaenius pallipes ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
595 ムナビロアトボシアオゴミムシ Chlaenius tetragonoderus ○ ○ ○ ○
596 アトワアオゴミムシ Chlaenius virgulifer ○ ○ ○ ○
597 キベリチビゴモクムシ Dicheirotrichus tenuimanus ○ ○
598 オオスナハラゴミムシ Diplocheila zeelandica ○ ○
599 セアカヒラタゴミムシ Dolichus halensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
600 アオヘリホソゴミムシ Drypta japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○
601 トゲアシゴモクムシ Harpalus calceatus ○ ○
602 オオゴモクムシ Harpalus capito ○ ○ ○ ○
603 ツヤアオゴモクムシ Harpalus chalcentus ○ ○
604 ハコダテゴモクムシ Harpalus discrepans ○ ○ ○ ○ ○
605 オオズケゴモクムシ Harpalus eous ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
606 ケウスゴモクムシ Harpalus griseus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
607 ヒメケゴモクムシ Harpalus jureceki ○ ○
608 ニセクロゴモクムシ Harpalus simplicidens ○ ○ ○ ○ ○ ○
609 ウスアカクロゴモクムシ Harpalus sinicus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
610 アカアシマルガタゴモクムシ Harpalus tinctulus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
611 コゴモクムシ Harpalus tridens ○ ○ ○ ○
612 キクビアオアトキリゴミムシ Lachnolebia cribricollis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
613 アトオビコミズギワゴミムシ Macrotachys recurvicollis ○ ○ ○ ○ ○ ○
614 チャバネクビナガゴミムシ Odacantha aegrota ○ ○
615 クビナガゴモクムシ Oxycentrus argutoroides ○ ○
616 ウスイロコミズギワゴミムシ Paratachys pallescens ○ ○ ○ ○ ○ ○
617 ウスオビコミズギワゴミムシ Paratachys sericans ○ ○ ○ ○ ○
618 ウミホソチビゴミムシ Perileptus morimotoi 準絶滅危惧 準絶滅危惧 ○ ○
619 オオヒラタゴミムシ Platynus magnus ○ ○ ○ ○
620 トックリナガゴミムシ Pterostichus haptoderoides japanensis ○ ○ ○ ○
621 クロオオナガゴミムシ Pterostichus leptis ○ ○ ○
622 コガシラナガゴミムシ Pterostichus microcephalus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
623 アシミゾナガゴミムシ Pterostichus sulcitarsis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Pterostichus sp. Pterostichus sp. ○ ○
624 ナガヒョウタンゴミムシ Scarites terricola pacificus ○ ○ ○
625 ミドリマメゴモクムシ Stenolophus difficilis ○ ○ ○ ○ ○
626 マメゴモクムシ Stenolophus fulvicornis ○ ○ ○
627 ツヤマメゴモクムシ Stenolophus iridicolor ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
628 ムネアカマメゴモクムシ Stenolophus propinquus ○ ○ ○ ○
629 タオマメゴモクムシ Stenolophus taoi ○ ○
630 マルガタツヤヒラタゴミムシ Synuchus arcuaticollis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
631 ヒメツヤヒラタゴミムシ Synuchus dulcigradus ○ ○
632 オビモンコミズギワゴミムシ Tachyura ceylanica ○ ○ ○ ○
633 クリイロコミズギワゴミムシ Tachyura fumicata ○ ○ ○ ○
634 ウスモンコミズギワゴミムシ Tachyura fuscicauda ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
635 ヨツモンコミズギワゴミムシ Tachyura laetifica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
636 ハンミョウ ニワハンミョウ Cicindela japana ○ ○ ○
637 ルイスハンミョウ Cicindela lewisi 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
638 エリザハンミョウ Cylindera elisae elisae ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
639 ゲンゴロウ ホソセスジゲンゴロウ Copelatus weymarni ○ ○ ○ ○
640 ハイイロゲンゴロウ Eretes sticticus ○ ○ ○ ○
641 チビゲンゴロウ Hydroglyphus japonicus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
642 コマルケシゲンゴロウ Hydrovatus acuminatus ○ ○ ○ ○
643 チャイロチビゲンゴロウ Liodessus megacephalus ○ ○ ○ ○
644 ガムシ Cercyon sp. Cercyon sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
645 キイロヒラタガムシ Enochrus simulans ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
646 コガムシ Hydrochara affinis ○ ○
647 コガタガムシ Hydrophilus bilineatus cashimirensis ○ ○
648 ホソケシガムシ Paroosternum sorex ○ ○
649 ヒメガムシ Sternolophus rufipes ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
650 エンマムシ チュウジョウチビエンマムシ Baconia chujoi ○ ○
651 ツヤハマベエンマムシ Eopachylopus ripae ○ ○
652 ヒメハマベエンマムシ Hypocacculus asticus ○ ○ ○ ○
653 ニセハマベエンマムシ Hypocaccus sinae ○ ○ ○ ○
654 ハマベエンマムシ Hypocaccus varians varians ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
655 タマキノコムシ Agathidium sp. Agathidium sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
656 ハネカクシ クロニセトガリハネカクシ Achenomorphus lithocharoides ○ ○
657 フタモンヒゲブトハネカクシ Aleochara bipustulata ○ ○ ○ ○
658 ツヤケシヒゲブトハネカクシ Aleochara fucicola ○ ○
659 ホソセスジヒゲブトハネカクシ Aleochara trisulcata ○ ○ ○ ○

ヒゲブトハネカクシ亜科の一種 Staphylinidae (Aleocharinae) gen.sp. ○ ○
660 セスジハネカクシ Anotylus cognatus ○ ○
661 チビクロセスジハネカクシ Anotylus latiusculus ○ ○ ○ ○ ○ ○
662 ルイスセスジハネカクシ Anotylus lewisius ○ ○ ○ ○
663 チャムネハラホソハネカクシ Atanygnathus terminalis ○ ○
664 キベリカワベハネカクシ Bledius curvicornis ○ ○
665 ツヤムネカワベハネカクシ Bledius obtusus ○ ○
666 キアシカワベハネカクシ Bledius pallipes ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
667 オオツノハネカクシ Bledius salsus ○ ○ ○ ○

Bledius sp. Bledius sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
668 アカウミベハネカクシ Cafius rufescens ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
669 チビニセユミセミゾハネカクシ Carpelimus exiguus ○ ○ ○ ○ ○ ○
670 キバネニセユミセミゾハネカクシ Carpelimus siamensis ○ ○ ○ ○ ○ ○
671 ニセユミセミゾハネカクシ Carpelimus vagus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Carpelimus sp. Carpelimus sp. ○ ○ ○
672 シャープホソコガシラハネカクシ Gabrius sharpianus ○ ○

Gabrius sp. Gabrius sp. ○ ○ ○

H19.10H18.8 H18.10 H19.6 H19.8H18.1 H18.2 H18.3 H18.7H17.9 H17.10 H17.11 H17.12H17.5 H17.6 H17.7 H17.8H16.11 H17.2 H17.3 H17.4H16.7 H16.8 H16.9 H16.10H16.3 H16.4 H16.5 H16.5H19 H15.9 H15.10 H15.11H15 H16 H17 H18
種数
No.

目和名 科和名 種名 学名
特定種
環境省

特定種
徳島県

 



  

3-9-39 

表 9-2-21(7)  昆虫類経年比較一覧 
(7/9)

673 コウチュウ ハネカクシ チビトガリハネカクシ Hypomedon debilicornis ○ ○ ○
674 アカバナガハネカクシ Lathrobium dignum ○ ○
675 ツマグロナガハネカクシ Lathrobium unicolor ○ ○

Lathrobium sp. Lathrobium sp. ○ ○
676 オオキバネナガハネカクシ Lepidophallus japonicus ○ ○
677 クロズトガリハネカクシ Lithocharis nigriceps ○ ○ ○
678 Medon sp. Medon sp. ○ ○
679 クロナガエハネカクシ Ochthephilum densipenne ○ ○ ○ ○
680 ツマアカナガエハネカクシ Ochthephilum kurosai ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
681 セミゾヨツメハネカクシ Omalium japonicum ○ ○
682 アオバアリガタハネカクシ Paederus fuscipes ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アリガタハネカクシ亜科の一種 Staphylinidae (Paederinae) gen.sp. ○ ○
683 Philonthus sp. Philonthus sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
684 ウミベアカバハネカクシ Phucobius simulator ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
685 チビハバビロハネカクシ Proteinus crassicornis ○ ○
686 キバネクビボソハネカクシ Rugilus ceylanensis ○ ○
687 クビボソハネカクシ Rugilus rufescens ○ ○

Rugilus sp. Rugilus sp. ○ ○
688 チビクビボソハネカクシ Scopaeus virilis ○ ○
689 Sepedophilus sp. Sepedophilus sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
690 キバネセミゾハネカクシ Stenagria sapida ○ ○ ○
691 ホソフタホシメダカハネカクシ Stenus alienus ○ ○
692 Tachyporus sp. Tachyporus sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
693 ヤマトニセユミセミゾハネカクシ Thinodromus japonicus ○ ○
694 ユミセミゾハネカクシ Thinodromus sericatus ○ ○ ○ ○

ハネカクシ科の一種 Staphylinidae gen.sp. ○ ○ ○ ○
695 アリヅカムシ アリヅカムシ科の一種 Pselaphidae gen.sp. ○ ○
696 デオキノコムシ アカケシデオキノコムシ Scaphisoma rufum ○ ○
697 マルハナノミ ホソチビマルハナノミ Cyphon sanno ○ ○

Cyphon sp. Cyphon sp. ○ ○
698 トビイロマルハナノミ Scirtes japonicus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
699 コガネムシ アオドウガネ Anomala albopilosa albopilosa ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
700 ドウガネブイブイ Anomala cuprea ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
701 サクラコガネ Anomala daimiana ○ ○ ○ ○ ○ ○
702 ヒメサクラコガネ Anomala geniculata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
703 ヤマトアオドウガネ Anomala japonica ○ ○ ○ ○
704 ツヤコガネ Anomala lucens ○ ○ ○ ○
705 オオサカスジコガネ Anomala osakana ○ ○
706 ヒメコガネ Anomala rufocuprea ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
707 クロツヤマグソコガネ Aphodius atratus ○ ○
708 セマダラマグソコガネ Aphodius nigrotessellatus ○ ○
709 セマダラコガネ Blitopertha orientalis ○ ○ ○ ○
710 クロコガネ Holotrichia kiotonensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
711 オオクロコガネ Holotrichia parallela ○ ○
712 ヤマトケシマグソコガネ Leiopsammodius japonicus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
713 アカビロウドコガネ Maladera castanea ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
714 ビロウドコガネ Maladera japonica japonica ○ ○
715 カミヤビロウドコガネ Maladera kamiyai ○ ○
716 オオコフキコガネ Melolontha frater frater ○ ○ ○ ○
717 コフキコガネ Melolontha japonica ○ ○
718 コガネムシ Mimela splendens ○ ○ ○ ○
719 ウスチャコガネ Phyllopertha diversa ○ ○
720 アオウスチャコガネ Phyllopertha intermixta ○ ○ ○ ○
721 シロスジコガネ Polyphylla albolineata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
722 マメコガネ Popillia japonica ○ ○
723 セマルケシマグソコガネ Psammodius convexus ○ ○ ○ ○ ○
724 コブスジコガネ チビコブスジコガネ Trox niponensis ○ ○
725 マルトゲムシ シラフチビマルトゲムシ Simplocaria bicolor ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
726 ヒメドロムシ キスジミゾドロムシ Ordobrevia foveicollis ○ ○
727 アワツヤドロムシ Zaitzevia awana ○ ○
728 ナガドロムシ タテスジナガドロムシ Heterocerus fenestratus ○ ○ ○ ○
729 タマガワナガドロムシ Heterocerus japonicus ○ ○
730 チビドロムシ チビドロムシ Limnichus lewisi ○ ○ ○
731 タマムシ Nalanda sp. Nalanda sp. ○ ○
732 コメツキムシ サビキコリ Agrypnus binodulus binodulus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
733 ヒメサビキコリ Agrypnus scrofa scrofa ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Agrypnus sp. Agrypnus sp. ○ ○ ○ ○ ○
734 アカコメツキ Ampedus orientalis ○ ○
735 キアシヒラタクロコメツキ Ascoliocerus fluviatilis ○ ○
736 ヒメキマダラコメツキ Gamepenthes similis ○ ○
737 チャイロコメツキ Haterumelater bicarinatus bicarinatus ○ ○
738 クシコメツキ Melanotus legatus legatus ○ ○

Melanotus sp. Melanotus sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
739 スナサビキコリ Meristhus niponensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
740 アカアシコハナコメツキ Paracardiophorus sequens sequens ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Paracardiophorus sp. Paracardiophorus sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
741 マダラチビコメツキ Prodrasterius agnatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
742 シラケチビミズギワコメツキ Zorochros albipilis ○ ○

コメツキムシ科の一種 Elateridae gen.sp. ○ ○ ○ ○
743 ヒゲブトコメツキ ミカドヒゲブトコメツキ Trixagus mikado mikado ○ ○ ○
744 ジョウカイボン セボシジョウカイ Athemus vitellinus ○ ○ ○ ○ ○ ○
745 カツオブシムシ クロマダラカツオブシムシ Trogoderma longisetosum ○ ○

カツオブシムシ科の一種 Dermestidae gen.sp. ○ ○
746 シバンムシ シバンムシ科の一種 Anobiidae gen.sp. ○ ○
747 カッコウムシ ヤマトヒメメダカカッコウムシ Neohydnus hozumii ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
748 ジョウカイモドキ ヒロオビジョウカイモドキ Intybia historio ○ ○ ○ ○ ○ ○
749 クロキオビジョウカイモドキ Intybia niponicus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
750 キアシオビジョウカイモドキ Intybia pellegrini pellegrini ○ ○
751 ルリキオビジョウカイモドキ Intybia takaraensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
752 ツマキアオジョウカイモドキ Malachius prolongatus ○ ○ ○ ○ ○
753 テントウムシ ミスジキイロテントウ Brumoides ohtai ○ ○ ○ ○
754 ナナホシテントウ Coccinella septempunctata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
755 マクガタテントウ Coccinula crotchi ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
756 ナミテントウ Harmonia axyridis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
757 クリサキテントウ Harmonia yedoensis ○ ○ ○

Harmonia sp. Harmonia sp. ○ ○
758 ジュウサンホシテントウ Hippodamia tredecimpunctata timberlakei ○ ○ ○ ○ ○
759 キイロテントウ Illeis koebelei koebelei ○ ○
760 セスジヒメテントウ Nephus patagiatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
761 ヒメカメノコテントウ Propylea japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
762 ババヒメテントウ Scymnus babai ○ ○ ○ ○ ○ ○
763 ツマアカヒメテントウ Scymnus dorcatomoides ○ ○
764 カバイロヒメテントウ Scymnus fuscatus ○ ○ ○ ○ ○
765 クロヘリヒメテントウ Scymnus hoffmanni ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
766 クロヒメテントウ Scymnus japonicus ○ ○
767 カワムラヒメテントウ Scymnus kawamurai ○ ○ ○
768 クロスジヒメテントウ Scymnus nigrosuturalis ○ ○
769 コクロヒメテントウ Scymnus posticalis ○ ○ ○ ○ ○
770 ヤマトヒメテントウ Scymnus yamato ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
771 キアシクロヒメテントウ Stethorus japonicus ○ ○
772 クロテントウ Telsimia nigra ○ ○
773 キスイムシ キイロセマルキスイ Atomaria lewisi ○ ○ ○ ○ ○
774 ナガマルキスイ Atomaria punctatissima ○ ○ ○
775 Cryptophagus sp. Cryptophagus sp. ○ ○
776 マルガタキスイ Curelius japonicus ○ ○ ○ ○ ○

キスイムシ科の一種 Cryptophagidae gen.sp. ○ ○
777 ヒラタムシ カドムネチビヒラタムシ Placonotus testaceus ○ ○
778 テントウムシダマシ ヨツボシテントウダマシ Ancylopus pictus asiaticus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
779 コメツキモドキ ケナガマルキスイ Toramus glisonothoides ○ ○
780 ヒメマキムシ ニセクロオビケシマキムシ Corticaria geisha ○ ○
781 ウスキケシマキムシ Corticaria japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
782 クロオビケシマキムシ Corticaria ornata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
783 ノコヒメマキムシ Corticaria serrata ○ ○ ○ ○
784 ウスチャケシマキムシ Cortinicara gibbosa ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
785 ヤマトケシマキムシ Melanophthalma japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヒメマキムシ科の一種 Lathridiidae gen.sp. ○ ○
786 ケシキスイ ガイマイデオキスイ Carpophilus dimidiatus ○ ○
787 マメヒラタケシキスイ Haptoncurina paulula ○ ○
788 ツヤチビヒラタケシキスイ Haptoncus concolor ○ ○ ○ ○
789 モンチビヒラタケシキスイ Haptoncus ocularis ○ ○ ○ ○ ○ ○
790 アカマダラケシキスイ Lasiodactylus pictus ○ ○ ○ ○
791 キムネチビケシキスイ Meligethes denticulatus honshuensis ○ ○
792 キボシヒラタケシキスイ Omosita colon ○ ○
793 ヒメハナムシ ヨコスジチビヒメハナムシ Stilbus avunculus ○ ○
794 アカボシチビヒメハナムシ Stilbus bipustulatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
795 ホソヒラタムシ ミツモンセマルヒラタムシ Psammoecus triguttatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
796 ホソムネホソヒラタムシ Silvanoprus angusticollis ○ ○ ○ ○ ○

Silvanoprus sp. Silvanoprus sp. ○ ○
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797 コウチュウ ホソヒラタムシ ヒメフタトゲホソヒラタムシ Silvanus lewisi ○ ○
798 アリモドキ ケオビアリモドキ Anthelephila cribriceps ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
799 クロホソアリモドキ Anthicus baicalicus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
800 アトグロホソアリモドキ Anthicus floralis ○ ○
801 ヒゲブトホソアリモドキ Anthicus monstrosicornis ○ ○
802 コクロホソアリモドキ Anthicus pilosus ○ ○
803 クロオビホソアリモドキ Anthicus protensus ○ ○
804 ホソクビアリモドキ Formicomus braminus coiffaiti ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
805 ツノボソチビイッカク Mecynotarsus niponicus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
806 ホソアシチビイッカク Mecynotarsus tenuipes ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
807 クロスジイッカク Notoxus haagi haagi ○ ○ ○ ○
808 ウスモンホソアリモドキ Omonadus confucii confucii ○ ○
809 ムナグロホソアリモドキ Sapintus cohaeres ○ ○ ○ ○
810 アカモンホソアリモドキ Sapintus marseuli ○ ○
811 タナカホソアリモドキ Stricticomus tobias ○ ○
812 ヨツボシホソアリモドキ Stricticomus valgipes ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
813 ニセクビボソムシ チャイロニセクビボソムシ Aderus grouvelli ○ ○
814 ホソニセクビボソムシ Pseudanidorus rubrivestis ○ ○ ○
815 セグロニセクビボソムシ Syzeton brunnidorsis ○ ○
816 ハナノミ チャイロヒメハナノミ Glipostenoda rosseola ○ ○

Glipostenoda sp. Glipostenoda sp. ○ ○
817 Mordella sp. Mordella sp. ○ ○ ○
818 コキノコムシ フタオビコキノコムシ Triphyllioides seriatus ○ ○
819 チャイロコキノコムシ Typhaea stercorea ○ ○ ○ ○ ○ ○
820 カミキリモドキ ズグロカミキリモドキ Eobia ambusa ○ ○ ○ ○ ○
821 ハイイロカミキリモドキ Eobia cinereipennis cinereipennis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
822 ツマグロカミキリモドキ Nacerdes melanura ○ ○ ○ ○
823 アオカミキリモドキ Nacerdes waterhousei ○ ○ ○ ○ ○
824 Xanthochroa sp. Xanthochroa sp. ○ ○
825 ハナノミダマシ Anaspis sp. Anaspis sp. ○ ○ ○ ○
826 クチキムシ クリイロクチキムシ Borboresthes acicularis ○ ○ ○ ○
827 トビイロクチキムシ Borboresthes cruralis ○ ○
828 ゴミムシダマシ ガイマイゴミムシダマシ Alphitobius diaperinus ○ ○
829 マルチビゴミムシダマシ Caedius marinus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
830 クロズハマベゴミムシダマシ Epiphaleria atriceps ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
831 ヤマトスナゴミムシダマシ Gonocephalum coenosum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
832 コスナゴミムシダマシ Gonocephalum coriaceum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
833 ヒメスナゴミムシダマシ Gonocephalum persimile ○ ○ ○ ○ ○
834 オオスナゴミムシダマシ Gonocephalum pubens ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
835 カクスナゴミムシダマシ Gonocephalum recticolle ○ ○ ○ ○ ○

Gonocephalum sp. Gonocephalum sp. ○ ○
836 スジコガシラゴミムシダマシ Heterotarsus carinula ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
837 ハマヒョウタンゴミムシダマシ Idisia ornata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
838 ニセハマヒョウタンゴミムシダマシIdisia vestita ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
839 キイロテントウゴミムシダマシ Leiochrodes masidai ○ ○ ○ ○ ○
840 オオツヤホソゴミムシダマシ Menephilus arciscelis ○ ○ ○
841 ホソハマベゴミムシダマシ Micropedinus algae ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
842 ヒメホソハマベゴミムシダマシ Micropedinus pallidipennis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
843 ニジゴミムシダマシ Tetraphyllus lunuliger lunuliger ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
844 モトヨツコブゴミムシダマシ Uloma bonzica ○ ○
845 ヤマトエグリゴミムシダマシ Uloma excisa ○ ○
846 オオエグリゴミムシダマシ Uloma lewisi ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Uloma sp. Uloma sp. ○ ○ ○ ○
ゴミムシダマシ科の一種 Tenebrionidae gen.sp. ○ ○ ○

847 マメゾウムシ チャバラマメゾウムシ Callosobruchus ademptus ○ ○
848 ハムシ カミナリハムシ Altica cyanea ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
849 アカバナカミナリハムシ Altica oleracea ○ ○

Altica sp. Altica sp. ○ ○
850 ウリハムシモドキ Atrachya menetriesi ○ ○ ○ ○ ○ ○
851 ウリハムシ Aulacophora indica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
852 アオバネサルハムシ Basilepta fulvipes ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
853 ヒメドウガネトビハムシ Chaetocnema concinnicollis ○ ○
854 ヒサゴトビハムシ Chaetocnema ingenua ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
855 ヨモギハムシ Chrysolina aurichalcea ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
856 キバラヒメハムシ Exosoma flaviventre ○ ○
857 イチゴハムシ Galerucella grisescens ○ ○ ○
858 トホシクビボソハムシ Lema decempunctata ○ ○
859 クロボシトビハムシ Longitarsus bimaculatus ○ ○
860 ヨモギトビハムシ Longitarsus succineus ○ ○
861 フタスジヒメハムシ Medythia nigrobilineata ○ ○
862 ヒメキバネサルハムシ Pagria signata ○ ○ ○ ○
863 チュウジョウキスジノミハムシ Phyllotreta chujoe ○ ○
864 キスジノミハムシ Phyllotreta striolata ○ ○
865 ヤナギルリハムシ Plagiodera versicolora ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
866 ナトビハムシ Psylliodes punctifrons ○ ○ ○ ○
867 ホソクチゾウムシ ギシギシホソクチゾウムシ Peapion violaceum ○ ○
868 ケブカホソクチゾウムシ Sergiola griseopubescens ○ ○
869 ゾウムシ イチゴハナゾウムシ Anthonomus bisignifer ○ ○
870 アルファルファタコゾウムシ Hypera postica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
871 エノキノミゾウムシ Orchestes horii ○ ○
872 コブナシクチブトサルゾウムシ Rhinoncus perpendicularis ○ ○
873 トビイロヒョウタンゾウムシ Scepticus uniformis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
874 アムールチビコフキゾウムシ Sitona amurensis ○ ○
875 チビコフキゾウムシ Sitona japonicus ○ ○
876 クチブトゾウムシ亜科の一種 Curculionidae (Otiorhynchinae) gen.sp. ○ ○
877 オサゾウムシ シバオサゾウムシ Sphenophorus venatus vestitus ○ ○ ○ ○
878 チビゾウムシ モンチビゾウムシ Nanophyes pallipes ○ ○ ○ ○ ○ ○
879 キクイムシ ザイノキクイムシ亜科の一種 Scolytidae (Ipinae) gen.sp. ○ ○
880 ハチ ハバチ Hemibeleses sp. Hemibeleses sp. ○ ○
881 Pachyprotasis sp. Pachyprotasis sp. ○ ○

ハバチ科の一種 Tenthredinidae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
882 コマユバチ ヒメコウラコマユバチ Chelonus pectinophorae ○ ○ ○
883 Meteorus sp. Meteorus sp. ○ ○ ○

コマユバチ科の一種 Braconidae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
884 ヒメバチ ヒメバチ科の一種 Ichneumonidae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヒメバチ科の数種 Ichneumonidae gen.spp. ○ ○ ○ ○
885 オオモンクロバチ オオモンクロバチ科の一種 Megaspilidae gen.sp. ○ ○
886 ハエヤドリクロバチ ハエヤドリクロバチ科の一種 Diapridae gen.sp. ○ ○ ○ ○
887 ハラビロクロバチ ハラビロクロバチ科の一種 Platygastridae gen.sp. ○ ○
888 シリボソクロバチ シリボソクロバチ科の一種 Proctotrupidae gen.sp. ○ ○
889 タマゴクロバチ タマゴクロバチ科の一種 Scelionidae gen.sp. ○ ○ ○ ○
890 ツヤコバチ ツヤコバチ科の一種 Aphelinidae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○
891 ヒゲナガクロバチ ヒゲナガクロバチ科の一種 Ceraphronidae gen.sp. ○ ○ ○ ○
892 アシブトコバチ キアシブトコバチ Brachymeria lasus ○ ○

Brachymeria sp. Brachymeria sp. ○ ○
アシブトコバチ科の一種 Chalcididae gen.sp. ○ ○ ○ ○

893 トビコバチ トビコバチ科の一種 Encyrtidae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
894 ヒメコバチ ヒメコバチ科の一種 Eulophidae gen.sp. ○ ○ ○ ○
895 カタビロコバチ カタビロコバチ科の一種 Eurytomidae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
896 ホソハネコバチ ホソハネコバチ科の一種 Mymaridae gen.sp. ○ ○ ○ ○
897 コガネコバチ コガネコバチ科の一種 Pteromalidae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○
898 オナガコバチ オナガコバチ科の一種 Torymidae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○
899 ノミコバチ ノミコバチ科の一種 Elasmidae gen.sp. ○ ○
900 ムカシホソハネコバチ ムカシホソハネコバチ科の一種 Mymarommatidae gen.sp. ○ ○ ○
901 ツヤヤドリタマバチ ツヤヤドリタマバチ科の一種 Eucoilidae gen.sp. ○ ○
902 アリガタバチ アタミアリガタバチ Holepyris atamensis ○ ○

アリガタバチ科の一種 Bethylidae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
903 セイボウ コマチセイボウ Chrysis komachi ○ ○
904 アリ イトウオオアリ Camponotus itoi ○ ○
905 ナワヨツボシオオアリ Camponotus nawai ○ ○
906 ウメマツオオアリ Camponotus vitiosus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
907 ハダカアリ Cardiocondyla nuda ○ ○ ○ ○ ○
908 ハリブトシリアゲアリ Crematogaster matsumurai ○ ○ ○ ○
909 テラニシシリアゲアリ Crematogaster teranishii ○ ○
910 シベリアカタアリ Dolichoderus sibiricus ○ ○ ○ ○
911 ハヤシクロヤマアリ Formica hayashi ○ ○
912 クロヤマアリ Formica japonica ○ ○ ○
913 Hypoponera sp. Hypoponera sp. ○ ○ ○ ○
914 トビイロケアリ Lasius japonicus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
915 Leptothorax sp. Leptothorax sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
916 クロヒメアリ Monomorium chinense ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
917 ヒメアリ Monomorium intrudens ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
918 ルリアリ Ochetellus glaber ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
919 オオハリアリ Pachycondyla chinensis ○ ○ ○ ○
920 アメイロアリ Paratrechina flavipes ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
921 サクラアリ Paratrechina sakurae ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
922 オオズアリ Pheidole noda ○ ○
923 チクシトゲアリ Polyrhachis moesta ○ ○
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924 アミメアリ Pristomyrmex pungens ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
925 トフシアリ Solenopsis japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
926 ムネボソアリ Temnothorax congruus ○ ○ ○ ○ ○
927 ハリナガムネボソアリ Temnothorax spinosior ○ ○
928 トビイロシワアリ Tetramorium tsushimae ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アリ科の一種 Formicidae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
929 ドロバチ ミカドドロバチ本土亜種 Euodynerus nipanicus nipanicus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
930 チビドロバチ Stenodynerus frauenfeldi ○ ○ ○ ○ ○ ○

ドロバチ科の一種 Eumenidae gen.sp. ○ ○
931 スズメバチ フタモンアシナガバチ Polistes chinensis antennalis ○ ○ ○ ○ ○ ○
932 セグロアシナガバチ Polistes jokahamae jokahamae ○ ○ ○ ○ ○ ○
933 ベッコウバチ アカゴシベッコウ Anoplius reflexus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Anoplius sp. Anoplius sp. ○ ○
ベッコウバチ亜科の一種 Pompilidae (Pompilinae) gen.sp. ○ ○ ○

934 Priocnemis sp. Priocnemis sp. ○ ○
ベッコウバチ科の一種 Pompilidae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○

935 アリバチ ヒトホシアリバチ Smicromyrme rufipes ○ ○
アリバチ科の一種 Mutillidae gen.sp. ○ ○

936 コツチバチ Tiphia sp. Tiphia sp. ○ ○ ○ ○ ○
937 ツチバチ ヒメハラナガツチバチ Campsomeriella annulata annulata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
938 オオハラナガツチバチ Megacampsomeris grossa matsumurai ○ ○ ○ ○ ○
939 キンケハラナガツチバチ Megacampsomeris prismatica ○ ○ ○ ○ ○
940 コモンツチバチ Scolia decorata ventralis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
941 オオモンツチバチ Scolia histrionica japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
942 ギングチバチ ヤマトスナハキバチ Bembecinus hungaricus japonicus ○ ○ ○ ○ ○
943 Crossocerus sp. Crossocerus sp. ○ ○ ○
944 Ectemnius sp. Ectemnius sp. ○ ○ ○ ○
945 アカオビケラトリバチ Larra amplipennis ○ ○ ○
946 クロケラトリ Larra carbonaria ○ ○
947 Liris sp. Liris sp. ○ ○

ケラトリバチ亜科の一種 Crabronidae (Larrinae) gen.sp. ○ ○
948 Rhopalum sp. Rhopalum sp. ○ ○

ギングチバチ亜科の一種 Crabronidae (Crabroninae) gen.sp. ○ ○
949 ドロバチモドキ キアシハナダカバチモドキ Stizus pulcherrimus 準絶滅危惧 ○ ○
950 アリマキバチ Psen sp. Psen sp. ○ ○ ○ ○
951 Psenulus sp. Psenulus sp. ○ ○
952 アナバチ コクロアナバチ Isodontia nigella ○ ○
953 アメリカジガバチ Sceliphron caementarium ○ ○
954 クロアナバチ Sphex argentatus fumosus ○ ○

アナバチ科の一種 Sphecidae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
955 ヒメハナバチ Andrena sp. Andrena sp. ○ ○
956 Panuriginus sp. Panuriginus sp. ○ ○
957 ミツバチ ニホンミツバチ Apis cerana japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
958 セイヨウミツバチ Apis mellifera ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
959 キムネクマバチ Xylocopa appendiculata circumvolans ○ ○ ○
960 ムカシハナバチ Colletes sp. Colletes sp. ○ ○ ○ ○
961 Hylaeus sp. Hylaeus sp. ○ ○ ○ ○
962 コハナバチ Halictus sp. Halictus sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
963 Lasioglossum sp. Lasioglossum sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○

コハナバチ科の一種 Halictidae gen.sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○
964 ハキリバチ Megachile sp. Megachile sp. ○ ○

H19.6 H19.8 H19.10H18.3 H18.7 H18.8 H18.10H17.11 H17.12 H18.1 H18.2H17.7 H17.8 H17.9 H17.10H17.3 H17.4 H17.5 H17.6H16.9 H16.10 H16.11 H17.2H16.5 H16.5 H16.7 H16.8H15.10 H15.11 H16.3 H16.4H17 H18 H19 H15.9
種数
No.

目和名 科和名 種名 学名
特定種
環境省

特定種
徳島県

H15 H16

注1：表中の種名は、基本的に河川水辺の国勢調査のための生物リスト　平成18年度　河川・ダム湖統一版(リバーフロント整備センター編)に従った。
注2：また、注1の目録に掲載されていない種の種名および種の配列については九州大学農学部昆虫学研究室・日本野生生物研究センター編（1989､1990）に従った。

合計　17目238科964種 3種 3種 59種 458種 379種 554種 515種 20種 29種 50種 9種 98種 122種 133種 123種 102種 169種 129種 81種 51種 56種 84種 86種 106種 101種 74種 144種 105種 66種 37種 37種 35種 106種 323種 283種 256種 276種 338種 219種
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2) 貴重種の経年確認状況 

平成 15 年度から本年度までに確認された貴重種を表 9-2-22 に示し、貴重種の経年確認

状況を表 9-2-23 に示す。 

平成15年度から本年度までに、コウチュウ目、オサムシ科のオオアオミズギワゴミムシ、

ウミホソチビゴミムシ、ハンミョウ科のルイスハンミョウ、ハチ目、ドロバチモドキ科の

キアシハナダカバチモドキの４種類が確認されている。このうち、オオアオミズギワゴミ

ムシは平成 17 年度以降、ウミホソチビゴミムシは平成 16 年度以降確認されていない。ま

た、キアシハナダカバチモドキは平成 19 年度にはじめて確認された。ルイスハンミョウを

除き、いずれも任意採集により確認されている。 

 

 

表 9-2-22 平成 15 年度から本年度までに確認された貴重種 

 

 

 

 

 

 

 

注）貴重種の選定基準は、以下に示す。 

①環境省：哺乳類、汽水・淡水魚類、昆虫類、貝類、植物Ｉ及び植物Ⅱのレッドリストの見直しについて 

（環境省報道発表、2008） 

絶滅危惧Ⅱ類（VU）＝絶滅の危機が増大している種。 

準絶滅危惧（NT)  ＝現時点では絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」

に移行する可能性のある種 

②徳島県：徳島県の絶滅のおそれのある野生生物 －徳島県版レッドデータブック－（2001,徳島県） 

準絶滅危惧（NT）＝現時点では絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」

として上位ランクに移行する要素を有する種。 

 

 

表 9-2-23 貴重種の経年確認状況 

 

 

 

 

 

 

 

環境省（2008） 徳島県（2001）

コウチュウ オサムシ オオアオミズギワゴミムシ 準絶滅危惧（NT)

コウチュウ オサムシ ウミホソチビゴミムシ 準絶滅危惧（NT) 準絶滅危惧（NT)

コウチュウ ハンミョウ ルイスハンミョウ 絶滅危惧Ⅱ類（VU） 準絶滅危惧（NT)

ハチ ドロバチモドキ キアシハナダカバチモドキ 準絶滅危惧（NT) －

目名 科名 種名
選定基準

平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年

コウチュウ オサムシ オオアオミズギワゴミムシ ○ ○

コウチュウ オサムシ ウミホソチビゴミムシ ○

コウチュウ ハンミョウ ルイスハンミョウ ○ ○ ○ ○ ○

ハチ ドロバチモドキ キアシハナダカバチモドキ ○

確認状況
目名 科名 種名



 

3-9-43
 

9-2-3 ルイスハンミョウ調査 

ルイスハンミョウ（海浜裸地依存種）の生息実態および移動状況を把握するために実施し

た。 

 

(1) 成虫調査 

1) 個体数 

河口干潟、住吉干潟（中洲）、住吉干潟（岸部）で確認された成虫の個体数を、表 9-2-24

に示した。また、河口干潟における確認個体数の変化を表 9-2-25、図 9-2-17 に示した。 

調査地域全域で、♂563 個体、♀467 個体、不明 1,044 個体、合計 2,074 個体（河口干潟

では、♂557 個体、♀461 個体、不明 1,033 個体、合計 2,051 個体）のルイスハンミョウが

確認された。また、住吉干潟のグランド横、中州においても５，８，９月に確認された。 

なお、本年度は、個体数のピークが春は４月に、夏は７月後半にみられた。 

 

表 9-2-24 ルイスハンミョウ成虫個体数(全域) 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 9-2-25 河口干潟おけるルイスハンミョウ成虫個体数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-2-17 河口干潟おけるルイスハンミョウ成虫個体数の経月変化 
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温
　
（
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雄 雌 不明 月平均気温

雄 雌 不明 合計
4月24日 89 67 99 255

5月14,15日 9 42 14 65
6月11,12日 0 2 1 3
7月17日 101 64 214 379

7月26,27日 145 98 256 499
8月6,7,9日 96 60 159 315

8月16,17,18日 72 95 190 357
9月12,13日 49 37 111 197

10月10,11,12日 2 2 0 4
563 467 1044 2074合計

年月日

2007

雄 雌 不明 合計 月平均気温
4月24日 89 67 99 255 14.6
5月14日 6 40 11 57 19.4
6月11日 0 2 1 3 23.0
7月17日 101 64 214 379 25.7
7月27日 145 98 256 499 25.7
8月6日 94 58 155 307 28.6
8月17日 71 94 187 352 28.6
9月13日 49 36 110 195 26.8
10月12日 2 2 0 4 20.1

557 461 1033 2051 －合計

年月日

2007

[希少種保護のため非公開]
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2)分布状況 

ルイスハンミョウの個体数のピークがみられた 4月と 7月についての、河口干潟における

分布状況を図 9-2-18 に示す。 

4 月調査では、河口干潟ほぼ全域でルイスハンミョウが確認され、特に河口干潟の下流部

右岸側、上流部左岸側、最上流部で個体密度が高かった。 

７月調査でも、河口干潟ほぼ全域でルイスハンミョウが確認された。河口干潟最上流部で

は個体密度はあまり高くなかったが、4月調査と同様に河口干潟の下流部右岸側、上流部左

岸側で個体密度は高く、河口干潟中央右岸側の干潟上においても多くのルイスハンミョウが

確認された。 

個体数の変動にともない個体数高密度範囲の大きさに違いはあるものの、4月、7月以外

の月においても、概ね河口干潟の下流部右岸側、上流部左岸側、最上流部で個体数が多い傾

向が見られた。 

 

 

 

[希少種保護のため非公開]
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 注)1:地形写真は平成 19 年 4月 19 日撮影。2:図中の数値は、確認されたルイスハンミョウの個体数（オス、メス、不明の合計）を示す。 

   2:   は個体数密度の高いエリアを示す。 

図 9-2-18(1) ルイスハンミョウ成虫分布状況（河口干潟） 

[希少種保護のため非公開] 
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 注)1:地形写真は平成 19 年 4月 19 日撮影。2:図中の数値は、確認されたルイスハンミョウの個体数（オス、メス、不明の合計）を示す。 

   2:   は個体数密度の高いエリアを示す。 

図 9-2-18(2) ルイスハンミョウ成虫分布状況（河口干潟） 

[希少種保護のため非公開] 
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H16 H17 H18 H19
4月 9 73 84 255
5月 13 122 149 57
6月(1) 33 26 161 3
6月(2) 144
7月(1) 41 6 62 379
7月(2) 499
8月(1) 33 117 496 315
8月(2) － 807 549 357
9月 14 244 165 197
10月 2 6 6 4
11月 0 0 0
12月 0 0 0
1月 0 0 0
2月 0 1 0
3月 0 1 0
合計 145 1403 1816 2047

3)ルイスハンミョウ成虫の個体数経年変化 

平成 16 年からのルイスハンミョウ成虫の月別個体数を表 9-2-26、図 9-2-19 に、平成 16

年からの徳島における月平均気温を図 9-2-20 に示す。 

平成 16 年を除き、いずれの年も、個体数のピークが春と夏の２回見られるが、本年度は

過年度と比較すると、春、夏の個体数のピークが１月程度早めに確認された。これは、本年

度は過年度に比べ、１月、２月の気温が高かったため、発生が早くなったものと考えられる。 

 

表 9-2-26 河口干潟におけるルイスハンミョウの個体数変動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-2-19 河口干潟におけるルイスハンミョウの個体数変動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       注）データは気象庁、気象統計情報、過去の気象データ検索、徳島県徳島による。 

図 9-2-20 徳島市の月平均気温変動 
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(2) 幼虫調査 

1) 巣抗数 

河口干潟で確認されたハンミョウ類幼虫の巣抗数を、表 9-2-27、図 9-2-21 に示した。 

巣坑数は、合計値でみると４月に 1,173 個と最も多く、その後は８月をピークに 100 個

台から 300 個台で推移した。4mm 以上の巣抗は４月から 10 月まで確認されたが、4mm 未満

の巣坑と比べ、明らかに少なかった。 

なお、住吉干潟（中洲）、住吉干潟（岸部）においては、巣坑は確認されなかった。 

 

表 9-2-27 ハンミョウ類幼虫巣抗数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-2-21 ハンミョウ類幼虫巣抗数の経月変化 
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[希少種保護のため非公開] 
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2) ルイスハンミョウ幼虫とエリザハンミョウ幼虫の識別 

ルイスハンミョウ幼虫とエリザハンミョウ幼虫の識別は平成 16 年の秋季調査(マリンピ

ア)で明らかとなった、頭盾前縁の 2つの突起(写真内の赤丸)の有無をルーペ(現地)もしく

は実体顕微鏡(室内)で確認することで行った。図 9-2-22 にルイスハンミョウとエリザハン

ミョウ幼虫の区別点を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ルイスハンミョウ          エリザハンミョウ 

 写真出典：徳島東環状線東環状大橋（仮称）環境モニタリング調査 平成 18 年度年報より。 

   注：幼虫識別方法はマリンピア沖洲２期事業の環境調査結果「港湾整備事業(調査委託) 徳島小松島港

(沖洲地区)徳島市南沖洲４丁目～北沖洲４丁目地先(第３分割) 報告書」を参考にした。 

図 9-2-22 ルイスハンミョウ幼虫とエリザハンミョウ幼虫の区別点 

 

なお、巣坑調査実施の際に、ルイスハンミョウとエリザハンミョウの確認試験を２回実

施した。その結果を表 9-2-28 に示す。 

 

表 9-2-28 ルイスハンミョウ、エリザハンミョウ確認試験結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9月13日調査 10月13日調査
調査地区 巣坑経（mm） 判定 調査地区 巣坑経（mm） 判定

2.7 ﾙｲｽﾊﾝﾐｮｳ 4.2 ﾙｲｽﾊﾝﾐｮｳ

3.2 ｴﾘｻﾞﾊﾝﾐｮｳ 2.2 ﾙｲｽﾊﾝﾐｮｳ

3.3 ﾙｲｽﾊﾝﾐｮｳ 2.3 ｴﾘｻﾞﾊﾝﾐｮｳ

3.0 ﾙｲｽﾊﾝﾐｮｳ 2.1 ｴﾘｻﾞﾊﾝﾐｮｳ

2.8 ﾙｲｽﾊﾝﾐｮｳ 2.3 ｴﾘｻﾞﾊﾝﾐｮｳ

2.8 ﾙｲｽﾊﾝﾐｮｳ 2.5 ｴﾘｻﾞﾊﾝﾐｮｳ

2.4 ﾙｲｽﾊﾝﾐｮｳ 2.4 ｴﾘｻﾞﾊﾝﾐｮｳ

2.8 ﾙｲｽﾊﾝﾐｮｳ 2.4 ﾙｲｽﾊﾝﾐｮｳ

3.3 ﾙｲｽﾊﾝﾐｮｳ 2.7 ｴﾘｻﾞﾊﾝﾐｮｳ

4.3 ﾙｲｽﾊﾝﾐｮｳ 2.7 ｴﾘｻﾞﾊﾝﾐｮｳ

2.8 ｴﾘｻﾞﾊﾝﾐｮｳ
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3) ハンミョウ類幼虫巣抗の分布 

ハンミョウ類幼虫の巣坑の確認されたエリアを図 9-2-23 に示す。 

ハンミョウ類幼虫の巣坑の確認されたエリアは、昨年度と概ね同様の AB エリア、Cエリ

ア、DFG エリア、Eエリア（本年度は、平成 18 年度調査時の DFG エリアを DFG エリアと E

エリアに分割して調査を行った）、Iエリアであった。また、昨年度巣抗の確認された Hエ

リアでは確認されなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-2-23 ハンミョウ類幼虫巣坑分布エリア 

 

上記エリアにおけるハンミョウ類幼虫巣坑数を表 9-2-29 に、ハンミョウ類幼虫巣坑数の

経月変化を図 9-2-24 に、ハンミョウ類幼虫巣坑分布状況を図 9-2-25 に示す。 

 ハンミョウ類幼虫巣坑数についてみると、4mm 未満の巣坑が春先４月と夏の７月、８月

に多く見られ、特に AB エリア、Cエリアにおいては、４月の巣坑数が多かった。4mm 以上

の巣坑は、AB エリア、Cエリア、DFG エリアにおいては、４月から 10 月にかけて毎月確認

されているが、顕著な傾向はみられなかった。 

ハンミョウ類幼虫巣坑分布状況についてみると、AB エリア、Cエリアにおいては分布状

況にあまり変化は見られなかったが、DFG エリアにおいては、巣坑の分布状況に月によって

若干の変化がみられた。 

 

[希少種保護のため非公開]
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表 9-2-29 エリア別ハンミョウ類幼虫巣坑数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-2-24 エリア別ハンミョウ類幼虫巣坑数の経月変化 

調査日

分布範囲 コドラート数 4.0mm未満 4.0mm以上 コドラート数 4.0mm未満 4.0mm以上 コドラート数 4.0mm未満 4.0mm以上 コドラート数 4.0mm未満 4.0mm以上 コドラート数 4.0mm未満 4.0mm以上

AB 7 252 16 7 49 19 7 57 14 6 40 12 6 26 17

C 8 524 11 6 67 20 6 56 6 8 93 6 6 114 3

E 6 136 25 1 1 2 3 11 6 2 10 1 3 137 2

DFG 13 189 20 4 2 7 6 3 17 9 40 17 10 35 4

I 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 34 1101 72 18 119 48 22 127 43 25 183 36 25 312 26

調査日

分布範囲 コドラート数 4.0mm未満 4.0mm以上 コドラート数 4.0mm未満 4.0mm以上 コドラート数 4.0mm未満 4.0mm以上 コドラート数 4.0mm未満 4.0mm以上 4.0mm未満 4.0mm以上

AB 6 52 10 8 98 8 8 19 4 8 35 1 628 101

C 7 175 13 5 63 0 6 57 0 5 45 1 1194 60

E 3 51 4 3 84 1 4 35 0 4 104 0 569 41

DFG 5 48 4 8 52 3 10 57 3 4 11 1 437 76

I 0 0 0 0 0 0 1 5 0 3 60 0 65 0

計 21 326 31 24 297 12 29 173 7 24 255 3 2893 278
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図 9-2-25(1) ハンミョウ類幼虫巣坑分布状況 

[希少種保護のため非公開]
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図 9-2-25(2) ハンミョウ類幼虫巣坑分布状況 

[希少種保護のため非公開]
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図 9-2-25(3) ハンミョウ類幼虫巣坑分布状況 

[希少種保護のため非公開]
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4) ハンミョウ類幼虫巣抗の生息環境 

a) 地盤高（ＤＬ＋ｍ） 

各エリアにおけるハンミョウ類幼虫巣抗の確認された地点の地盤高（ＤＬ＋ｍ）の範囲

を図 9-2-26 に示す。 

ハンミョウ類幼虫巣抗が確認されたのは、ＤＬ上1.7ｍ付近から2.4ｍまでの間であった。 

また、抗径４mm 以上の巣抗が確認されたのは、ＤＬ上 1.7ｍ付近から 2.2ｍまでの間であ

り、４mm 未満の巣抗より若干低い地盤高で確認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-2-26 ハンミョウ類幼虫の生息する地盤高 

 

b) 含泥率（％） 

各エリアにおけるハンミョウ類幼虫巣抗の確認された地点の含泥率（％）の範囲を図

9-2-27 に示す。 

ハンミョウ類幼虫巣抗が確認されたのは、含泥率０％付近から 55％までの間であった。

特にエリア AB で高い含泥率のところまで確認されていた。 

また、抗径の違いによる分布状況の違いはみられなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-2-27 ハンミョウ類幼虫の生息する含泥率 
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C) 貫入抵抗（mm） 

各エリアにおけるハンミョウ類幼虫巣抗の確認された地点の貫入抵抗（mm）の範囲を図

9-2-28 に示す。 

ハンミョウ類幼虫巣抗が確認されたのは、概ね貫入抵抗 10mm 付近から 30mm 付近までの

間であったが、特にエリア AB で高い貫入抵抗のところまで４mm 未満の巣抗が確認されてい

た。 

また、巣抗の抗径の違いによる分布状況をみると、エリア AB を除き、同様な貫入抵抗を

示していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-2-28 ハンミョウ類幼虫の生息する貫入抵抗 
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5) ハンミョウ類幼虫巣抗数の経年変化 

本年度の調査では、AB、C、DFG エリアにおいて、昨年度と同じ位置のコドラートで調査

を実施しているので、昨年度のハンミョウ類幼虫巣抗数と比較した。また、地盤高（ＤＬ＋

ｍ）、含泥率（％）、貫入抵抗（mm）についても比較を行った。 

 

a) AB エリア（コドラート No.7、11、13、14、15） 

AB エリアにおけるハンミョウ類幼虫巣抗数と地盤高、含泥率、貫入抵抗の経年変化をコ

ドラート毎に図 9-2-29 に示す。 

巣坑数をみると、各コドラートともに 4mm 以上の巣坑については、大きな違いはみられな

かったが、4mm 未満の巣坑については、昨年度の方が多い傾向がみられた。地盤高は、本年

度が高い傾向にあり、貫入抵抗については、あまり大きな違いはみられなかった。含泥率に

ついては、コドラート No.13、15 では同様な値を示していたが、他のコドラートでは、傾向

はみられなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-2-29(1) ハンミョウ類幼虫巣抗数と生息環境の経年変化（コドラート No.７） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-2-29(2) ハンミョウ類幼虫巣抗数と生息環境の経年変化（コドラート No.11） 
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図 9-2-29(3) ハンミョウ類幼虫巣抗数と生息環境の経年変化（コドラート No.13） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-2-29(4) ハンミョウ類幼虫巣抗数と生息環境の経年変化（コドラート No.14） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-2-29(5) ハンミョウ類幼虫巣抗数と生息環境の経年変化（コドラート No.15） 
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 b) C エリア（コドラート No.1、2、3、4） 

C エリアにおけるハンミョウ類幼虫巣抗数と地盤高、含泥率、貫入抵抗の経年変化をコド

ラート毎に図 9-2-30 に示す。 

巣坑数をみると、各コドラートともに 4mm 以上の巣坑については、大きな違いはみられな

かったが、4mm 未満の巣坑については、昨年度の方が多い傾向がみられた。地盤高は、本年

度が高い傾向にあり、貫入抵抗については、あまり大きな違いはみられなかった。含泥率に

ついては、コドラート No.1 では同様な値を示していたが、他のコドラートでは、傾向はみ

られなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-2-30(1) ハンミョウ類幼虫巣抗数と生息環境の経年変化（コドラート No.1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-2-30(2) ハンミョウ類幼虫巣抗数と生息環境の経年変化（コドラート No.2） 
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図 9-2-30(3) ハンミョウ類幼虫巣抗数と生息環境の経年変化（コドラート No.3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-2-30(4) ハンミョウ類幼虫巣抗数と生息環境の経年変化（コドラート No.4） 
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 C) DFG エリア（コドラート番号：5、8、9、10） 

DFG エリアにおけるハンミョウ類幼虫巣抗数と地盤高、含泥率、貫入抵抗の経年変化をコ

ドラート毎に図 9-2-31 に示す。 

巣坑数をみると、各コドラートともに 4mm 以上の巣坑については、コドラート No.9、10

の７月前の値を除きあまり大きな違いはみられなかった。4mm 未満の巣坑については、コド

ラート No.8、10 ではあまり大きな違いはみられなかったが、コドラート No.5、10 では異な

っていた。地盤高、含泥率、貫入抵抗については、あまり大きな違いはみられなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-2-31(1) ハンミョウ類幼虫巣抗数と生息環境の経年変化（コドラート No.5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-2-31(2) ハンミョウ類幼虫巣抗数と生息環境の経年変化（コドラート No.8） 
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図 9-2-31(3) ハンミョウ類幼虫巣抗数と生息環境の経年変化（コドラート No.9） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-2-31(4) ハンミョウ類幼虫巣抗数と生息環境の経年変化（コドラート No.10） 
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(3) 移動状況調査 

移動状況調査は、８月 10 日に河口干潟において個体マーキング（♂196 個体、♀129 個体

の計 325 個体）を実施し、８月 11、16、17 日にマーキング個体の確認を実施した。 

確認結果を以下に示す。 

 

●８月 11 日 

河口干潟：マーク有り 52 個体 

右岸対岸：マーク有り６個体、マーク無し１個体 

 

●８月 16 日 

右岸対岸：マーク無し４個体 

 

●８月 17 日 

河口干潟：マーク有り 17 個体 

 

なお、９、10 月調査では、対岸でルイスハンミョウは確認されず、河口干潟においてマ

ーク有りの個体は確認されなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ルイスハンミョウ マーキング 
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(4) 考察 

1) 成虫調査 

今回の調査では、河口干潟ほぼ全域でルイスハンミョウが確認され、特に河口干潟の下流

部右岸側、上流部左岸側、最上流部で個体密度が高かった。 

しかし、干潟は地形変化が頻繁に起こるので、ルイスハンミョウの生息環境が変化しやす

く、ルイスハンミョウの生息分布状況も変化する可能性があるため、今後も生息分布調査を

実施し、貴重種であるルイスハンミョウの生息分布状況を把握する必要があると考えられる。 

 

2) 幼虫調査 

本年度も、昨年度と同じコドラートで引き続き調査を行い、巣坑数、生息環境（地盤高、

含泥率、貫入抵抗）の比較を実施し、巣坑数と生息環境の関係について検討したが、明確な

関係は把握出来なかった。これは、同じコドラートによる比較が本年度が始めてであり、比

較するデータ数がまだ少ないため、傾向が把握出来なかったためである。今後も同じコドラ

ートで調査を継続して実施し、巣坑数、生息環境の経年変化を比較することにより、ハンミ

ョウ類の巣坑と生息環境の関係を明らかにすることに繋がると考えられる。 

 

3) 移動状況調査 

本年度の調査で、河口干潟でマーキングした個体が右岸対岸でも確認されたことにより、

河口干潟から右岸対岸にルイスハンミョウが移動していることが確認された。また、マーク

無しの個体も確認されており、本年度、マーキングをした８月 11 日以前よりルイスハンミ

ョウが移動していることも考えられる。今後は通常調査と同様に４月より右岸対岸において

も生息確認調査を実施し、ルイスハンミョウの移動状況を把握することが必要である。 

なお、今回マーキングには、油性ペンを用いたが、マーキング当初は色がはっきりしてお

り確認しやすいが、約１週間後には色が褪せて確認しづらくなっていた。今後、もっと耐久

性があるものを用いてマーキングする必要があると考えられる。 
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9-3 昆虫類調査のまとめ 

9-3-1 昆虫相調査 

・現地調査の結果、16 目 167 科 515 種の昆虫類が確認された。 

・調査月別に見ると、盛夏である 8月が最も多く 447 種類、次いで 6月の 276 種、10 月

の 219 種類であった。 

・調査地区別にみると、河口干潟 462 種類、住吉干潟（グランド横）168 種類、住吉干潟

（中州）126 種類であった。 

・今回の調査では、ヨシ群落が依存する昆虫類が 41 種類と最も多く、次いで、ケカモノ

ハシ 18 種類、コウボムギ 15 種類と続き、ハマゴウ、ハマヒルガオに依存する昆虫類は

確認されなかった。 

・現地調査で確認された貴重種は、ルイスハンミョウの他に、国のレッドリストに準絶滅

危惧種として記載されているハチ目のキアシハナダカバチモドキが確認された。 

・平成 15 年から平成 19 年の間で、17 目 238 科 963 種類の昆虫類が確認された。 

・平成 15 年度から本年度までに、コウチュウ目、オサムシ科のオオアオミズギワゴミム

シ、ウミホソチビゴミムシ、ハンミョウ科のルイスハンミョウ、ハチ目、ドロバチモド

キ科のキアシハナダカバチモドキの４種類が確認された。 

 

9-3-2 ルイスハンミョウ調査 

(1) 成虫調査 

・調査地域全域で、♂563 個体、♀467 個体、不明 1,044 個体、合計 2,074 個体のルイス

ハンミョウが確認された。また、住吉干潟のグランド横、中州においても５，８，９月

に確認された。 

・本年度は、個体数のピークが春は４月に、夏は７月後半にみられた。 

・本年度は、個体数の変動にともない個体数高密度範囲の大きさに違いはあるものの、概

ね河口干潟の下流部右岸側、上流部左岸側、最上流部で個体数が多い傾向が見られた。 

・平成 16 年を除き、いずれの年も、個体数のピークが春と夏の２回見られるが、本年度

は過年度と比較すると、春、夏の個体数のピークが１月程度早めに確認された。これは、

過年度に比べ、１月、２月の気温が高かったため、発生が早くなったものと考えられた。 

 

(2) 幼虫調査 

・巣坑数は、合計値でみると４月に 1,173 個と最も多く、その後は８月をピークに 100

個台から 300 個台で推移した。4mm 以上の巣抗は４月から 10 月まで確認されたが、4mm

未満の巣坑と比べ、明らかに少なかった。 

・ハンミョウ類幼虫の巣坑の確認されたエリアは、昨年度と同様の AB エリア、Cエリア、

DFG エリア（本年度は、Eエリアと DFG エリアを合わせて DFG エリアｴﾘｱとした）、Iエリ

アであった。 

・エリア毎にハンミョウ類幼虫巣坑数についてみると、4mm 未満の巣坑が春先４月と夏の

７月、８月に多く見られ、特に AB エリア、Cエリアにおいては、４月の巣坑数が多か

った。4mm 以上の巣坑は、AB エリア、Cエリア、DFG エリアにおいては、４月から 10

月にかけて毎月確認されているが、顕著な傾向はみられなかった。 

・ハンミョウ類幼虫巣坑分布状況についてみると、AB エリア、Cエリアにおいては分布状

況にあまり変化は見られなかったが、DFG エリアにおいては、巣坑の分布が月によって

若干の変化していた。 

・昨年度と同じ位置のコドラートで調査を実施し、昨年度のハンミョウ類幼虫巣抗数、地
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盤高（ＤＬ＋ｍ）、含泥率（％）、貫入抵抗（mm）と比較、検討を行ったが、明確な関係

は把握出来なかった。 

 

(3) 移動状況調査 

・移動状況調査は、８月 10 日に河口干潟において個体マーキング（♂196 個体、♀129

個体の計 325 個体）を実施し、８月 11 日（河口干潟：マーク有り 52 個体右岸対岸：マ

ーク有り６個体、マーク無し１個体を確認）、16 日（右岸対岸：マーク無し４個体を確

認）、17 日（河口干潟：マーク有り 17 個体を確認）にマーキング個体の確認を実施し

た。 

 

 

 

 

 

 




